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国
際
法
史
上
の
問
題
と
し
て
の
ス
イ
ス
の

－

1

「
ウ
エ
ス
ト
フ
ア
リ
ア
・
シ
ス
テ
ム
」
と
い
う
名
の
幻
想
｜
｜

国際法史上の問題としてのスイスの「独立」（二・完）

序
論
一
問
題
の
所
在

第
一
章
ス
イ
ス
の
「
独
立
」
を
巡
る
「
通
説
」

第
一
節
ス
イ
ス
史
研
究
及
び
帝
国
国
制
史
研
究
に
お
け
る
「
通
説
」

第
二
節
国
際
法
史
研
究
に
お
け
る
「
通
説
」

第
二
章
「
通
説
」
に
対
す
る
疑
問
川
一
ウ
エ
ス
ト
フ
ア
リ
ア
条
約
以
前

の
ス
イ
ス

第
一
節
ウ
エ
ス
ト
フ
ア
リ
ア
条
約
以
前
の
「
ス
イ
ス
」
と
帝
国
の
関

係
第
一
一
節
ウ
エ
ス
ト
フ
ア
リ
ア
条
約
以
前
の
「
ス
イ
ス
」
に
よ
る
「
外

交
」
活
動
一
条
約
締
結
事
例

第
三
章
ウ
エ
ス
ト
フ
ア
リ
ア
講
和
会
議
及
び
講
和
条
約
に
お
け
る
ス
イ

ス
誓
約
同
盟

第
一
節
講
和
会
議
へ
の
ス
イ
ス
誓
約
同
盟
の
参
加

（
以
上
八
一
巻
四
号
）

「
独
立
」〆－－、
一
一
・

6克
）

明

石

欽

司

第
二
節
ウ
エ
ス
ト
フ
ア
リ
ア
条
約
に
お
け
る
ス
イ
ス
誓
約
同
盟
一

「
ス
イ
ス
条
項
」

第
三
節
「
ス
イ
ス
条
項
」
の
評
価

第
四
章
「
通
説
」
に
対
す
る
疑
問
同
一
ウ
エ
ス
ト
フ
ア
リ
ア
条
約
以
後

の
ス
イ
ス

第
一
節
ウ
エ
ス
ト
フ
ア
リ
ア
条
約
以
後
の
「
ス
イ
ス
」
と
帝
国
の
関

係
第
二
節
ウ
エ
ス
ト
フ
ア
リ
ア
条
約
以
後
の
「
ス
イ
ス
」
に
よ
る
「
外

交
」
活
動
一
条
約
締
結
事
例

論

結

（
以
上
本
号
）
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2 

第
二
節

ウ
エ
ス
ト
フ
ア
リ
ア
条
約
に
お
け
る
ス
イ
ス
誓
約
同
盟
一
「
ス
イ
ス
条
項
」

そ
れ
で
は
、
ス
イ
ス

（
誓
約
同
盟
）
に
関
連
す
る
条
項
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
も
の
が
ウ
エ
ス
ト
フ
ア
リ
ア
条
約
に
は
存
在
し
て

い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

先
ず
、
I
P
O

に
お
い
て
、
そ
の
「
当
事
者
」
を
列
挙
す
る
第
一
七
条
第
一

0
・
一
一
項
が
挙
げ
ら
れ
る
。
両
項
で
ス
イ
ス

（
誓

は
「
こ
の
講
和
に
含
ま
れ
る
」
（
P
R
志
向
S
S
S
ミ

S

達
、
之
、
町
内
ミ
§
言
、
）
者
と
し
て
明
示
さ
れ
、
皇
帝
側
及
び
ス
ウ
ェ

l（
但
）

デ
ン
女
王
側
双
方
の
「
当
事
者
」
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
即
ち
、
同
条
第
一

O
項
で
は
、
「
ス
イ
ス
」
（
同
ミ
ゼ
ミ
ミ
）

約
同
盟
）

の
名
は
、
皇
帝
側
当
事
者
と
し
て
、

ス
ペ
イ
ン
国
王
・
神
聖
ロ
l

マ
帝
国
の
選
挙
侯
や
等
族
、
さ
ら
に
は
「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
国
王
、

デ
ン
マ
ー
ク
及
び
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
国
王
及
び
王
国
並
び
に
そ
れ
に
付
属
す
る
諸
地
域
」
、
「
ネ
l

デ
ル
ラ
ン
ト
連
邦
議
会
」
等
々
と
共

に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
同
条
第
一
一
項
で
も
、

フ
ラ
ン
ス
国
王
や
そ
の
他
の
皇
帝
側
の
「
当
事
者
」
に
も
挙
げ
ら
れ
た
者
（
ス

ベ
イ
ン
国
王
や
オ
ー
ス
ト
リ
ア
家
等
を
除
く
。
）

ゃ
「
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
国
王
及
び
王
国
・
モ
ス
ク
ワ
大
公
・
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
共
和
国
」

ス
イ
ス
誓
約
同
盟
が
当
時

と
共
に
「
ス
イ
ス
」
（
町
内
向
。
ミ
ミ
）
が
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
側
当
事
者
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
二
項
か
ら
、

（
幻
）

の
「
国
際
的
活
動
主
体
」
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
よ
う
。

こ
の
よ
う
な
「
当
事
者
」
に
関
す
る
規
定
を
除
く
な
ら
ば
、

ウ
エ
ス
ト
フ
ア
リ
ア
条
約
に
お
い
て
ス
イ
ス
に
直
接
的
に
関
係
し
、

（
制
）

か
つ
実
質
的
内
容
を
有
す
る
規
定
は
、

I
P
O

第
六
条
（
I
P
M
第
六
一
条
）
（
「
ス
イ
ス
条
項
」
）
の
み
で
あ
る
。
同
条
は
次
の
よ
う
に

規
定
し
て
い
る
。

「
バl
ゼ
ル
市
及
び
そ
の
他
の
ス
イ
ス
人
の
統
一
さ
れ
た
諸
邦
、
並
び
に
そ
れ
ら
の
市
民
及
び
臣
民
に
対
し
て
帝
国
最
高
法
院
か
ら
発
せ

ら
れ
た
若
干
の
訴
訟
手
続
及
び
執
行
命
令
に
関
し
て
、
パ
l

ゼ
ル
市
及
び
ス
イ
ス
全
体
の
名
に
よ
り
、
こ
の
度
の
会
議
の
皇
帝
陛
下
全
権
代

表
の
面
前
で
提
起
さ
れ
た
申
立
て
に
つ
い
て
、
皇
帝
陛
下
が
、
帝
国
等
族
の
意
見
及
び
助
言
を
要
請
し
た
後
、
昨
年
五
月
一
四
日
の
一
勅
令



に
よ
り
、
そ
の
パ
l

ゼ
ル
市
及
び
そ
の
他
の
ス
イ
ス
人
の
諸
邦
は
、
特
に
、
帝
国
か
ら
の
完
全
な
自
由
及
び
免
除
を
有
し
て
い
る
こ
と
、
並

び
に
帝
国
の
法
廷
及
び
裁
判
所
に
決
し
て
服
さ
な
い
こ
と
を
宣
言
し
た
の
で
、
そ
れ
と
同
一
の
こ
と
を
公
式
講
和
に
関
す
る
本
条
約
に
挿
入

し
、
有
効
且
つ
確
実
な
も
の
と
す
る
こ
と
、
そ
し
て
其
故
、
そ
の
場
合
に
い
か
な
る
命
令
に
よ
る
も
の
で
あ
れ
、
訴
訟
手
続
及
び
逮
捕
は
完

（
部
）

全
に
無
効
と
さ
れ
る
べ
き
こ
と
が
承
認
さ
れ
た
。
」

の
評
価
に
際
し
て
最
も
重
大
な
問
題
と
な
る
事
柄
は
、
こ
の
拙
訳
中
で
「
帝
国
か
ら
の
完
全
な
自
由
及
び

免
除
を
有
し
て
い
る
こ
と
」
と
さ
れ
て
い
る
部
分
（
原
文
で
は

E
S
h
v
g定訟
な
ミ
ミ
句
会
。
丘
、
な
さ
ぬR
Z
ミ
ミ
な
ミ
ミ
ミ

g
足
ミ
な
S

こ
の
「
ス
イ
ス
条
項
」

国際法史上の問題としてのスイスの「独立」（二・完）

で
あ
り
、
こ
の
訳
文
と
個
々
の
語
に
つ
い
て
若
干
の
説
明
が
加
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
部
分
は
、
例
え

（
部
）

ば
、
デ
ユ
モ
ン
（
』
・
ロ
ロ
冨8
3

に
よ
り
編
纂
さ
れ
た
条
約
集
に
採
録
さ
れ
て
い
る
仏
語
版
で
は
ぷ
己

3
2
3
ω
ω
2

色
。
ロ
円
ロ
ロ
。

（
町
）

門
官g

目
立
巴
ロ
め
毘
昂
浮
か
2
0
M
O
B
－
）
昨
日
。
ロ
品
。
－

d
）B
1
5
3と
さ
れ
、
パ
リ
i
a

・
3

門
司
）
の
手
に
よ
る
条
約
集
に
収
め
ら
れ
て
い
る
英

（
∞
∞
）
（
却
）

語
版
で
は
E
S
F
Z
ロ
宮
ω
月

g
Z
口
広
喝
さ
丸
皆
ロ
円5
2
q
g
【
日
開
一
月
B

宮
古
口
昨
．
。
B
P
⑦
何
百
1
3
3と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
訳
文

を
参
照
す
る
限
り
、
「
帝
国
か
ら
の
殆
ど
完
全
な
自
由
及
び
免
除
を
有
し
て
い
る
こ
と
」
と
す
べ
き
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、

』
ー
さ
も
ミ

J
R．
。
内
説
、
）

ロ
ー
マ
法
学
上
の
理
解
で
は
ぜ
S

詩
句
芯
ョ
（
「
占
有
」
）
は
本
来
有
体
物
に
つ
い
て
の
み
使
用

（
卯
）

さ
れ
、
無
体
物
に
つ
い
て
は

d
Rね
た
h
v
g
足

a
S
3
が
使
用
さ
れ
る
と
い
う
。
（
即
ち
、
「
準
占
有
」
の
観
念
と
解
さ
れ
る
。
）
そ
し
て
、
ミ

ミ
ュ
l

ラ
l

（
円
冨
巴
町
『
）
に
よ
れ
ば
、

ュ
l

ラ
l

は
（
「
ス
イ
ス
条
項
」
で
は
「
自
由
及
ぴ
免
除
」
と
い
う
無
体
物
が
問
題
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
）
E
S
』g
a
s
h足
。
ミ
ゼ
ミ

さ
号
、
と
い
う
部
分
は
E
3
8～
の
次
に
ぜ
。
a
g

位
。
ミ
ョ
を
補
充
し
て
読
む
べ
き
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
ス
イ
ス
諸
邦
が
有
し
て

（
剖
）

き
た
の
は
「
帝
国
か
ら
の
完
全
な
自
由
及
び
免
除
」
で
あ
る
と
す
る
。

こ
の
よ
う
に
、
ミ
ユ

l

ラ
l

は

E
S
h
u
g
足
留
守
ミ
ミ

N
A叫
ど
ね
たZ
S旬
、
包
芯
ミ
寸
と
解
す
べ
き
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
場
合
最
初
の

ぜ
。a
g

位
、
の
対
象
は
有
体
物
で
あ
る
こ
と
に
な
る
が
、
本
条
文
中
で
は
そ
れ
に
該
当
す
る
言
葉
（
例
え
ば
、
「
領
域
」
が
そ
れ
に
該
当

し
よ
う
。
）
は
使
用
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
こ
の
ぜ
。a
g
位
。
ョ
は
無
意
味
と
な
っ
て
し
ま
う
。
実
際
に
、
ミ
ュl
ラ
l
自
身
の
当
該
箇

3
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所
の
独
語
訳
も
」
自
国g
－R
g

－
－q
H
J
色
町
巳
門
戸
田
ロ
色
一
向
山
路

B

位
。
ロ
ョ
と
さ
れ
て
お
り
、E
S
、
。a
g

民
芸
内
定
町
喝
さ
旬
、
がES
A～RS
弘
、
。
ャ

（
但
）

定

a
s
ミ
ョ
で
あ
る
か
の
よ
う
に
（
し
た
が
っ
て
、
ぷ
需
を
省
略
し
て
）
訳
出
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
E

足
、
を
敢
え
て
訳
出
す

4 

る
な
ら
ば
、
「
特
に
」の
意
味
に
理
解
し
、
こ
の
部
分
は
前
述
の
拙
訳
に
示
し
た
よ
う
に
「
特
に
、
帝
国
か
ら
の
完
全
な
自
由
及
び

免
除
を
有
し
て
い
る
こ
と
」
と
す
る
の
が
適
切
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の

J
ミ
ョ
の
訳
出
方
法
に
つ
い
て
は
議
論
の
余
地
も
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
I
P
O

の
他
の
規
定
に
お
い
て
も
E
S
、2
8

足
留
守
ミ
ミ
山
南
ミ
号
、
（
ま
た
は
そ
の
語
尾
変
化
を
伴
っ
た
表
現
）
が
幾
つ
か
見
出
さ
れ
、
そ
こ
で
は
無
体
物
が
「
占
有
」
の
対
象
と

（
幻
）

な
っ
て
い
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、

I
P
O

の
条
文
か
ら
も
前
述
の
ミ
ュ
l

ラ
ー
に
よ
り
示
さ
れ
た

E
AなS
包

（
川
四
）

、
。
訟m
a丸
。
ヨ
に
つ
い
て
の
理
解
が
妥
当
す
る
も
の
と
判
断
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
本
稿
で
は
こ
の
ミ
ュ
l

ラ
ー
に
よ
る

I
P
O

第
六
条
の
解
釈
を
前
提
と
し
て
議
論
を
進
め
る
こ
と
と
す
る
。
ま
た
、
仮

に
、

E
Q
N
S
丸
ョ
を
文
字
通
り
「
殆
ど
」
と
い
う
意
味
で
理
解
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
同
条
に
よ
り
バ
l

ゼ
ル
及
び
ス
イ
ス
誓
約
同
盟

に
認
め
ら
れ
た
「
殆
ど
完
全
な
自
由
及
び
免
除
」
が
「
主
権
」
の
観
念
か
ら
一
層
遠
ざ
か
る
こ
と
を
意
味
し
、
後
述
す
る
本
稿
の
趣

旨
を
よ
り
強
固
に
す
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
「
ス
イ
ス
条
項
」
中
の

E
S
、
。a
a

丸
室
内
ゼ
ミ
ミS
N
h
v
N
S

ミ
ロ
常
ミ
ミ
な
ミ
ミ
ミ

H
h
v
S
誌
な
遣
を
以
上
の
よ
う
に
解
釈
し

た
上
で
、
次
に
「
自
由
」
及
び
「
免
除
」
の
観
念
に
つ
い
て
も
考
察
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

先
ず
、
「
免
除
」
の
観
念
に
つ
い
て
は
、

（
円
富
。B
B
8

ロ
）
に
よ
っ
て
次
の
よ
う
な
説
明
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
観

モ
ム
ゼ
ン

念
は
、

（
訴
訟
）
法
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
裁
判
所
へ
の
出
廷
を
第
三
者
の
権
力
行
使
を
通
じ
て
阻
止
す
る
こ
と
と

理
解
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
か
ら
、
特
に
教
会
法
を
通
じ
て
、
裁
判
制
度
に
お
い
て
通
常
の
審
級
か
ら
の
解
放
を
意
味
す
る
も
の
と
な

ロ
ー
マ

っ
た
。
（
教
会
法
上
、
例
え
ば
、
修
道
院
は
司
教
の
裁
判
管
轄
権
下
に
置
か
れ
な
か
っ
た
。
）
そ
こ
か
ら
さ
ら
に
、
宗
教
改
革
期
以
降
の
ド

イ
ツ
法
に
お
い
て
、
こ
の
観
念
を
巡
る
理
論
が
発
展
す
る
。
そ
こ
で
は
、
或
る
領
主
の
領
邦
内
に
点
在
す
る
（
他
の
領
主
の
）
飛
地



（
同
ロ
E
告
。
ロ
）
や
他
の
領
主
の
領
邦
内
に
あ
る
自
己
の
飛
地
白
浜
F
2
ロ
）
に
つ
い
て
、
こ
の
「
免
除
」
の
観
念
が
適
用
さ
れ
た
。
そ

し
て
、
領
邦
君
主
の
裁
判
管
轄
下
に
（
全
く
ま
た
は
部
分
的
に
し
か
）
置
か
れ
な
い
人
、
都
市
、
修
道
院
等
に
つ
い
て
も
「
免
除
」
が

妥
当
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
近
世
の
法
学
者
は
、
帝
国
法
に
お
け
る
「
帝
国
か
ら
の
免
除
」
（
ミ
ミ
ミ
守
ミ
S
S

S
ミ
3
5
を
、
「
帝
国
内
の
免
除
」
（
ミ
ミ
も
な3
2
S
H
S
S

定
3

．
輔
さ
）
と
「
帝
国
外
の
免
除
」
（
ミ
ミ
も
さ
ま
ω
R
H
S
S
h
v
ミ
ミ
同
）
に

区
分
し
、
前
者
は
或
る
帝
国
直
属
者
が
帝
国
の
他
の
領
邦
君
主
に
臣
従
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
帝
国
直
属
資
格
を
喪
失
す
る
こ
と
を
意

味
し
、
後
者
は
或
る
帝
国
直
属
者
が
帝
国
か
ら
離
脱
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
と
し
た
。
但
し
、
「
帝
国
外
の
免
除
」
は
、
そ
れ
が
帝

国際法史上の問題としてのスイスの「独立J （二・完）

固
か
ら
の
事
実
上
の
独
立
を
認
め
る
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
（
少
な
く
と
も
、
一
七
世
紀
後
半
ま
で
は
）
法
的
に
は
皇
帝
の
諸
権

（
珂
）

利
と
帝
国
の
最
高
裁
判
権
が
留
保
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
点
で
法
的
な
独
立
を
承
認
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
ヨ
リ
オ
（
冨
・
』
。
ユ
。
）
は
、
「
自
由
」
及
び
「
免
除
」
に
つ
い
て
、
伝
統
的
な
帝
国
法
理
論
に
よ
れ
ば
、
帝
国
か
ら
の
完
全

な
分
離
と
い
う
意
味
で
の
免
除
は
不
可
能
で
あ
っ
た
と
し
、
同
時
に
、
「
帝
国
か
ら
の
自
由
と
し
て
の
免
除
は
、
最
上
位
の
封
建
領

主
で
あ
り
、
全
キ
リ
ス
ト
教
世
界
の
支
配
者
に
し
て
全
て
の
法
の
淵
源
で
あ
る
皇
帝
に
よ
り
維
持
さ
れ
得
る
の
で
あ
り
、
自
由
と
さ

（
伺
）

れ
た
者
（
品q
の
め
昨
・
a
件
。
）
は
帝
国
の
集
団
（
問
止
の
F
2
2
σ
自
品
）
の
中
に
留
ま
っ
た
」
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
エ
ッ
ガl

（
司
・
開
問
一

g

は
、
「
ス
イ
ス
条
項
」
に
盛
り
込
ま
れ
た
「
自
由
」
と
は
、
「
皇
帝
に
よ
っ
て
付
与
さ
れ
る
行
政
上
の
自
治
に
関
す
る
特
権
」
と
理
解

（
肝
）

さ
れ
る
と
い
う
。「

ス
イ
ス
条
項
」
の
評
価

「
ス
イ
ス
条
項
」
の
趣
旨
は
、
「
バl
ゼ
ル
市
及
び
そ
の
他
の
ス
イ
ス
人
の
諸
邦
」
が
「
帝
国
か
ら
の
完
全
な
自
由
及
び
免
除
」
と

帝
国
の
裁
判
所
か
ら
の
免
除
を
一
六
四
七
年
五
月
一
四
日
付
の
勅
令
に
よ
り
皇
帝
か
ら
承
認
さ
れ
た
こ
と
を
、
正
式
に
確
認
す
る
と

い
う
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
「
通
説
」
は
「
ス
イ
ス
条
項
」
を
も
っ
て
、
ス
イ
ス
に
「
正
式
な
独
立
の
承
認
」
や
「
国
際
的
承
認
」

第
三
節

5 



が
与
え
ら
れ
た
と
主
張
す
る
。
し
か
し
、
「
通
説
」
に
対
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
疑
問
が
存
在
す
る
。

6 
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ス
イ
ス
の
「
正
式
な
独
立
」
と
い
う
通
説
的
理
解
に
関
し
て
、
「
ス
イ
ス
条
項
」
は
「
独
立
」
を
明
示
的
に
規
定
し
て
い

な
い
し
、
ま
た
「
主
権
」
の
観
念
を
明
示
す
る
よ
う
な
言
葉
も
含
ん
で
い
な
い
点
が
問
題
と
な
る
。
こ
れ
に
関
連
し
て
、
ク
ロ
ク
ス

先
ず
、

ト
ン

（
ロ
－ng
民
。
ロ
）
及
、
び
テ
イ
ツ
シ
ャ
l

（p
d
R
F
q

）
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
［
ウ
エ
ス
ト
フ
ア
リ
ア
］
条
約
に
よ
り
ス
イ
ス
が
『
主
権
」
（E
ω。
〈
q

巴
m
ロ
守
ョ
）
を
獲
得
す
る
で
あ
ろ
う
と
、
フ
ラ
ン
ス
人
が
幾
つ
か
の

機
会
に
述
べ
た
こ
と
は
真
実
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
当
該
条
項
に
そ
の
よ
う
な
文
言
は
何
ら
存
在
し
て
い
な
い
こ
と
、
そ
し
て
一
八
世

紀
中
葉
ま
で
ス
イ
ス
が
（
何
ら
の
責
任
も
伴
わ
な
い
も
の
の
）
帝
国
の
一
部
で
あ
る
も
の
と
ス
イ
ス
の
法
律
家
た
ち
が
考
え
続
け
た
と
い
う

（
伺
）

こ
と
は
、
特
筆
に
値
す
る
の
で
あ
る
。
」

次
に
、
前
節
で
瞥
見
し
た
「
自
由
」
や
「
免
除
」
に
つ
い
て
の
理
解
に
立
つ
な
ら
ば
、
「
ス
イ
ス
条
項
」
中
の
「
帝
国
か
ら
の
完

全
な
自
由
及
び
免
除
」
が
近
代
国
際
法
上
の
観
念
と
し
て
の
「
独
立
」
と
等
し
い
も
の
で
あ
る
と
す
る
こ
と
も
困
難
で
あ
る
。
即
ち
、

こ
の
「
帝
国
か
ら
の
完
全
な
自
由
及
び
免
除
」
は
帝
国
国
制
（
法
）
の
枠
内
の
観
念
で
あ
り
、
「
自
由
」
や
「
免
除
」
を
享
受
す
る

場
合
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
は
法
的
に
は
帝
国
や
皇
帝
か
ら
の
完
全
な
独
立
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

（
卯
）

と
こ
ろ
で
、
仮
に
、
当
時
の
ス
イ
ス
や
帝
国
に
お
い
て
近
代
的
な
「
主
権
」
観
念
が
未
成
熟
で
あ
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
「
主
権
」

と
い
う
言
葉
を
使
用
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
「
帝
国
か
ら
の
完
全
な
自
由
及
び
免
除
」

と
す
る
表
現
を
使
用
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
実
態
と
し
て
ス
イ
ス
誓
約
同
盟
が
有
し
た
権
能
や
法
的
地
位
が
、
「
主

権
」
や
「
主
権
者
」
に
等
し
い
も
の
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
誓
約
同
盟
が
法
的
に
独
立
し
た
も
の
と
解
釈
す
る
こ
と
も
許
さ
れ
よ
う
。

実
際
に
、
ボ
ダ
ン
（
』
・
回a
E
）
が
『
国
家
論
六
篇
」
（h
a
s
s
s

号
古
河

e
R
E
S
N
R
）
に
お
い
て
抽
象
化
さ
れ
た
近
代
的
主
権

概
念
を
提
示
し
た
の
は
一
六
世
紀
後
半
（
一
五
七
六
年
）
の
こ
と
で
あ
り
、
彼
の
主
権
理
論
（
或
い
は
、
「
主
権
」
の
観
念
）
そ
れ
自
体

は
（
帝
国
や
ス
イ
ス
諸
邦
に
そ
れ
を
適
用
す
る
か
否
か
は
別
の
問
題
と
し
て
）
既
に
一
七
世
紀
前
半
に
は
ス
イ
ス
内
に
伝
え
ら
れ
て
は
い



（
削
）

た
も
の
の
、
そ
こ
で
「
主
権
」
観
念
が
一
般
的
に
受
容
さ
れ
る
の
は
よ
り
遅
い
時
期
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、

ウ
エ
ス
ト
フ
ア
リ
ア
講
和
会
議
の
時
期
の
ス
イ
ス
で
は
近
代
的
な
「
主
権
理
論
」
や
「
主
権
観
念
」
の
受
容
が
依
然
と
し
て
不
完
全

な
情
況
で
あ
っ
た
た
め
に
、
講
和
交
渉
の
全
当
事
者
に
と
っ
て
了
解
可
能
で
あ
る
（
よ
り
旧
い
用
語
で
あ
る
）
「
自
由
及
び
免
除
」
が

使
用
さ
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
交
渉
当
事
者
の
真
意
は
（
「
通
説
」
が
主
張
す
る
通
り
）
ス
イ
ス
の
「
主
権
」
や
「
独
立
」
の
正
式
な
承

認
に
あ
っ
た
と
す
る
解
釈
が
成
立
し
得
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
帝
国
に
お
い
て
は
、
ボ
ダ
ン
の
主
権
理
論
は
容
易
に
受
容
さ
れ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
「
こ

（
肌
）

れ
［
ボ
ダ
ン
の
理
論
］
が
皇
帝
に
何
ら
の
主
権
も
認
め
な
か
っ
た
た
め
に
、
ボ
ダ
ン
の
理
論
は
帝
国
法
学
者
に
よ
り
拒
絶
さ
れ
た
」

か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
皇
帝
の
側
の
「
主
権
」
観
念
の
拒
絶
は
、
ウ
エ
ス
ト
フ
ア
リ
ア
講
和
会
議
に
お
け
る
帝
国
等
族
の
権

国際法史上の問題としてのスイスの「独立J （二・完）

利
を
巡
る
次
の
よ
う
な
交
渉
過
程
に
も
示
さ
れ
て
い
る
。

（
問
）

一
六
四
五
年
六
月
の
「
主
要
提
案
」
（
同
宮
司
壱53
岳
写
宮
口
）
の
第
七
項
目
に
お
い
て
フ
ラ

ン
ス
側
が
、
帝
国
等
族
の
特
権
や
自
由
の
回
復
、
和
戦
の
権
利
等
々
の
確
認
と
い
っ
た
、
最
終
的
に
I
P
O

第
八
条
第
一
・
二
項

（I
P
M
第
六
二
・
六
三
条
）
に
結
実
す
る
内
容
を
提
示
し
た
後
に
、
第
八
項
目
に
お
い
て
帝
国
等
族
が
「
主
権
に
基
づ
く
他
の
全
て

（
問
）

の
諸
権
利
」
（Z
5

－2
2

可
2

門
戸
8

宮
内
目
。
宏
君
。
司
包5
5

を
保
持
す
べ
き
こ
と
を
提
案
し
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
皇
帝
側
の
対

案
（
ぎ
ミ
S
3

．

H
a
な
さ
．
さd
．
ミ
宍
の
使
用
）
が
示
さ
れ
、
最
終
的
に
E
8
5
2
包
ロ
O
R
．
に
該
当
す
る
言
葉
を
仏
側
が
放
棄
し
た
と
い

（
胤
）

う
。
即
ち
、
「
三
十
年
戦
争
の
勝
者
は
」
「
自
己
の
観
念
を
も
強
要
し
得
る
ほ
ど
充
分
な
勝
者
で
は
な
か
っ
た
」
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
「
主
権
」
観
念
を
巡
る
交
渉
当
事
者
の
意
識
を
示
唆
す
る
も
の
と
し
て
、
ウ
エ
ス
ト
フ
ア
リ
ア
条
約
条
文
の
仏
語
訳
に

帝
国
等
族
の
諸
権
利
に
つ
い
て
は
、

つ
い
て
も
触
れ
て
お
き
た
い
。
同
条
約
条
文
の
仏
語
訳
が
条
約
締
結
の
翌
月
（
一
六
四
八
年
二
月
）
か
ら
翌
々
月
に
か
け
て
フ
ラ

ン
ス
の
『
ガ
ゼ
ッ
ト
』
（
C
R
ミ
内
）
誌
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
（
同
誌
は
、

（
郎
）

の
よ
う
な
機
能
を
果
た
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
）
同
誌
で
は
、
帝
国
等
族
に
関
す
る
諸
規
定
の
中
に
「
主
権
」

一
六
三
一
年
発
刊
の
同
国
で
は
恐
ら
く
最
古
の
週
刊
誌
で
あ
り
、

7 

現
代
の
『
官
報
」
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（ω
。
言
。
『
包
ロ2
b
）
と
い
う
訳
語
は
登
場
し
な
い
と
い
う
。
即
ち
、
例
え
ば
、
I
P
O

第
八
条
第
一
項
で
は
、
d
s
号
、3
．
芯3
．
、
に
対
し

（
附
）

て
E

骨
色
。
片
品
。
－
2
2

。
E
S
一
昨0．w

が
充
て
ら
れ
、
ま
た
I
P
O

第
二
二
条
第
八
項
（
ブ
ラ
オ
ン
シ
ユ
ヴ
ア
イ
ク
H

リ
ュ

l

ネ
ブ
ル
ク
家
の

補
償
に
関
連
す
る
）
で
は
ぷ
ミ
町
内
益
還
、
ミ
成
。

3
．

E
S

ミ
ミ
包
さ
宮
な
S
8
3
に
対
し
て
」
2
2

可
g

号
。
宮
内
貯
ω
ロ
目
拡
ユ
。
ユ
思
旦
向
。
午

（
間
）
（
鵬
）

5
5
0
B
O
E
3
が
充
て
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
「
領
域
権
」
C．

8
E

ミ
さ
吋
．
とS
な
さ
．
さ
4
．
ミ
。
）
や
「
君
主
の
権
利
」

（
上
位
支
配
権
Q
S
S
Y
3．
。3．

E

な
）
）
が
「
主
権
」
（
8
5
2

巴
5
5

と
は
異
な
る
観
念
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
ウ
エ
ス
ト
フ
ア
リ
ア

8 

条
約
に
お
い
て
「
主
権
」
観
念
が
導
入
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
当
時
の
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
さ
え
も
意
識
さ
れ
て
い
た
も
の
と
判
断

さ
れ
る
の
で
あ
る
。

勿
論
、
殆
ど
全
て
の
条
約
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
ウ
エ
ス
ト
フ
ア
リ
ア
条
約
も
当
事
者
間
の
妥
協
の
産
物
で
あ
り
、
ま
た
、
多

様
な
交
渉
戦
術
の
結
果
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
得
な
い
。
そ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
ブ
ラ
オ
ン

う
に
、
「
ス
イ
ス
条
項
」
が
帝
国
国
制
上
の
観
念
と
近
代
的
主
権
観
念
の
「
独
特
な
混
合
物
」
で
あ
る
と
す
る
こ
と
も
一
面
に
お
い

（
問
）

て
真
理
を
表
わ
し
て
い
よ
う
。
し
か
し
、
こ
の
ブ
ラ
オ
ン
の
解
釈
を
是
認
す
る
に
し
て
も
、
少
な
く
と
も
近
代
的
主
権
観
念
が
こ
の

条
項
（
そ
し
て
、
ウ
エ
ス
ト
フ
ア
リ
ア
条
約
全
体
）
に
お
い
て
貫
徹
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
点
は
否
定
し
得
な
い
の
で
あ
る
。

以
上
の
事
柄
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
「
ス
イ
ス
条
項
」
が
ス
イ
ス
の
「
主
権
」
を
承
認
し
た
も
の
と
解
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、

し
た
が
っ
て
、
近
代
国
際
法
上
の
「
独
立
」
を
承
認
し
た
も
の
と
す
る
こ
と
も
ま
た
困
難
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
を
確
認
す

る
た
め
に
、
次
章
で
は
ス
イ
ス
の
「
独
立
」
の
実
態
に
つ
い
て
の
検
討
の
材
料
と
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
一
六
四
八
年
以
降
の
ス
イ

（
回
・
尽
き
ロ
）
が
指
摘
す
る
よ

ス
の
諸
々
の
実
行
に
つ
い
て
論
ず
る
こ
と
と
し
た
い
。

第
四
章

「
通
説
」
に
対
す
る
疑
問
ω
一
ウ
エ
ス
ト
フ
ア
リ
ア
条
約
以
後
の
ス
イ
ス



ウ
エ
ス
ト
フ
ア
リ
ア
条
約
以
後
の
「
ス
イ
ス
」
と
帝
国
の
関
係

第
一
節

本
稿
第
一
章
に
お
い
て
確
認
さ
れ
た
「
通
説
」
に
従
う
な
ら
ば
、

（
誓
約
同
盟
）は
、
ウ
エ
ス
ト
フ
ア
リ
ア
条
約
以
後
帝

ス
イ
ス

固
と
の
法
的
紐
帯
を
断
ち
切
っ
て
、
「
主
権
」
に
基
づ
く
活
動
を
行
う
こ
と
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
し
て
実
際
に
、
「
帝
国
へ
の
帰

属
を
示
す
象
徴
と
肩
書
は
一
六
四
八
年
以
降
徐
々
に
廃
止
」
さ
れ
、
例
え
ば
、
「
一
六
五
一
年
に
パl
ゼ
ル
市
参
事
会
が
古
き
皇
帝

（
川
）

の
特
権
を
公
開
の
場
で
市
民
団
に
毎
年
読
み
上
げ
る
こ
と
を
も
は
や
行
わ
な
い
こ
と
を
決
定
」
す
る
と
い
う
形
式
で
、
ス
イ
ス
諸
邦

は
帝
国
へ
の
従
属
的
関
係
の
断
絶
を
示
し
て
い
る
。

こ
の
パ
l

ゼ
ル
の
実
行
に
類
似
す
る
実
行
は
ゾ
ロ
ト
ゥ
ル
ン
に
お
い
て
も
見
ら
れ
、
ゾ
ロ
ト
ゥ
ル
ン
市
参
事
会
と
市
民
に
よ
っ
て

国際法史上の問題としてのスイスの「独立」（二・完）

市
当
局
に
対
す
る
忠
誠
が
確
認
さ
れ
、
そ
れ
と
同
時
に
帝
国
に
は
も
は
や
拘
束
さ
れ
な
い
こ
と
も
確
認
さ
れ
た
と
い
う
。
し
か
し
、

（
山
）

そ
れ
は
一
六
八
一
年
六
月
の
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
ス
イ
ス
誓
約
同
盟
の
諸
邦
に
よ
る
こ
の
よ
う
な
意
思
表
明
は
、
バ
1

ゼ
ル
市
が

行
っ
た
よ
う
に
ウ
エ
ス
ト
フ
ア
リ
ア
条
約
直
後
の
時
期
に
行
わ
れ
た
も
の
ば
か
り
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
ゾ
ロ
ト
ゥ
ル
ン
の
実
行
は
、
「
通
説
」
が
示
す
よ
う
な
「
ス
イ
ス
条
項
」
に
よ
る
ス
イ
ス
独
立
の
正
式
な
承
認
と
い
う
理
解

が
当
時
の
実
態
と
講
離
し
て
い
る
こ
と
示
唆
す
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
実
際
に
、
ス
イ
ス
の
帝
国
か
ら
の
「
自
由
」
に
関
し
て
は
、

少
な
く
と
も
二
つ
の
点
で
、
「
通
説
」
が
主
張
す
る
よ
う
な
「
独
立
」
の
意
味
に
解
す
る
こ
と
を
困
難
と
す
る
問
題
が
発
生
す
る
。

一
六
四
八
年
以
降
の
ス
イ
ス
諸
邦
が
帝
国
の
構
成
員
で
あ
る
か
否
か
と
い
う
点
と
「
属
邦
」
が
「
ス
イ
ス
条
項
」
に
含
ま

そ
れ
は
、

れ
る
の
か
と
い
う
点
で
あ
る
。

先
ず
、
一
六
四
八
年
以
降
の
ス
イ
ス
諸
邦
を
帝
国
の
構
成
員
と
す
る
か
否
か
を
巡
る
議
論
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
。
「
通
説
」
に

従
う
な
ら
ば
、
同
年
以
降
当
然
に
ス
イ
ス
諸
邦
は
帝
国
の
構
成
員
で
は
あ
り
得
な
い
こ
と
に
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
ウ

エ
ス
ト
フ
ア
リ
ア
条
約
以
降
も
依
然
と
し
て
ス
イ
ス
諸
邦
と
帝
国
の
間
に
紐
帯
が
存
在
し
た
こ
と
を
認
め
る
説
が
存
在
し
て
い
る
。

一
六
四
八
年
以
降
も
ス
イ
ス
の
個
々
の
邦
が
帝
国
の
対
ト
ル
コ
戦
に
際
し
て
帝
国
へ
の
援
助
を
行
っ
た
事
実
を
指
摘
し
、

9 

例
え
ば
、
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の
事
実
か

ーら

主長
年目
の血
止の

京宮
で閏

皇へ
立の

め結、

差骨
三手
ぢ亨
ラ品
2 墾
ス？ゴ
人吾Z

Z 支
社乎
及り
内れ

元三
名

と
♀す
5・る

旨説
S" が
訟あ（
S る！！？

定ま
~た
と カ、

し
オて
ス古

し＝

10 

（
』
・

の
g
ω
ω
）
は
、

時
代
の
形
式
の
ま
ま
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
、
そ
の
こ
と
が
「
屈
従
」
（
ロ
ロ
席
ミ
位
昆
m
r
g
す
ら
を
も
ス
イ
ス
人
が
容
認
し
て
い

る
こ
と
を
示
す
と
し
て
、

フ
ラ
ン
ス
人
及
び
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
人
が
非
難
し
た
こ
と
に
触
れ
た
後
に
、
さ
ら
に
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い

る

「
ヴ
エ
ツ
ト
シ
ユ
タ
イ
ン
は
、
一
六
四
八
年
の
条
約
の
条
項
が
ヴ
ィl
ン
で
は
国
際
法
上
の
分
離

p
g
可
g

ロ
ロ
ロ
拘
）
と
は
解
釈
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
を
、
経
験
し
た
。
即
ち
、
帝
国
最
高
法
院
宛
の
皇
帝
の
書
簡
の
草
案
を
［
ヴ
ェ
ッ
ト
シ
ユ
タ
イ
ン
］
自
ら
が
作
成
す
る
こ
と
が

許
可
さ
れ
た
際
に
、
彼
は
大
胆
に
も
次
の
言
葉
を
記
し
た
。
『
朕
フ
エ
ル
デ
イ
ナ
ン
ト
三
世
は
」
皇
帝
の
名
に
お
い
て
シ
ユ
パ
イ
ア

l

の
帝

国
最
高
法
院
に
対
し
て
誓
約
同
盟
の
「
自
由
且
つ
主
権
的
な
地
位
」
（
仏q
D
・
巳0

・
ω
。
己
認
門
官
。
∞
宮
口
弘
）
を
尊
重
す
る
よ
う
命
じ
た
。
し
か

し
、
こ
の
章
句
は
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ト
に
よ
る
最
終
的
な
発
布
に
お
い
て
は
昔
か
ら
知
ら
れ
た
形
式
で
あ
る
『
帝
国
か
ら
の
免
除
」

（
何
月
一
旨
位
。
ロ

g
B

問
。W
F
）
と
い
う
形
式
に
慎
重
に
変
更
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
ス
イ
ス
の
主
権
が
正
式
に
保
証
さ
れ
る
こ
と
に
成
功

（
旧
）

し
た
の
で
は
な
か
っ
た
。
」

こ
の
よ
う
に
一
六
四
八
年
以
降
に
も
帝
国
と
ス
イ
ス
誓
約
同
盟
と
の
紐
帯
が
存
在
し
た
こ
と
を
主
張
す
る
諸
説
の
中
で
最
も
極
端

（
司3
5
2

『
円
三
豆
尚
早
－a
ユ
与
さ
ロ
宮
口
）
の
著
作

な
説
と
考
え
ら
れ
る
も
の
が
、

ヨ
リ
オ
が
紹
介
し
て
い
る
フ
ォ
ン
H

ヤ
ン

（M
E
ミ
ミ
S
H
N号
、
足
芯
込
匙
ぎ
な
号
、
号
、w
s
s
s
h
柏
町
選h
r
R
H
R
P
S同丘
町P
R
ω回
門
田
・2位
B
Z
吋
拘
＼
匡
丘
。
ュ
5
0
H
l
H∞
C
ω）
）
に
現
れ
て
い
る

ス
イ
ス
が
一
八
世
紀
末
に
お
い
て
も
依
然
と
し
て
神
聖
ロ
l

マ
帝
国
の
邦

（
山
）

で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
無
数
の
典
拠
（
回
己
認
。
g

巳
回
巳
o
m
n
F
g
）
を
収
集
し
た
」
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
出
）

以
上
の
諸
説
に
加
え
て
、
よ
り
大
き
な
問
題
を
提
起
す
る
も
の
が
、
ラ
イ
ス
ヴ
ア
イ
ク
条
約
に
含
ま
れ
る
皇
帝
・
仏
国
王
開
講
和

も
の
と
思
わ
れ
る
。
即
ち
、
「
筆
者
［
き
ロ
守
口
］
は
、

（3
．
。i
D
N）

条
約
（
一
六
九
七
年
一
O
月
三
O
日
付
）
の
第
五
六
条
で
あ
る
。
同
条
は
次
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
。



「
さ
ら
に
、
神
聖
な
る
皇
帝
陛
下
及
ぴ
帝
国
の
名
に
よ
り
、
既
に
［
こ
の
条
約
中
で
］
名
を
挙
げ
ら
れ
た
帝
国
の
構
成
員
の
他
に
、
帝
国

の
残
余
の
選
挙
侯
、
諸
侯
、
等
族
及
び
構
成
員
、
特
に
、
バ
l

ゼ
ル
司
教
及
び
司
教
領
が
、
そ
れ
ら
の
す
べ
て
の
支
配
地
、
特
権
及
び
権
利

と
共
に
、
こ
の
講
和
に
含
ま
れ
る
。
同
様
に
、
ス
イ
ス
の
二
ニ
邦
及
び
そ
れ
ら
の
同
盟
者
、
特
に
、
ジ
ユ
ネ
l

ヴ
共
和
国
及
び
市
、
ノ
イ
エ

ン
ブ
ル
ク
の
属
領
、
都
市
、
付
随
地
、
ザ
ン
ク
ト
H

ガ
レ
ン
市
、
ミ
ユ
ル
ハ
オ
ゼ
ン
、
ピ

l

ル
、
ラ
イ
ン
又
は
グ
リ
ソ
ン
の
三
同
盟
、
ヴ
ア

（
山
）

リ
ス
の
一
七
同
盟
、
及
び
ザ
ン
ク
ト

H

ガ
レ
ン
修
道
院
［
も
含
ま
れ
る
］
。
」

こ
の
規
定
に
お
い
て
は
、
少
な
く
と
も
「
バ
l

ゼ
ル
司
教
及
び
司
教
領
」
が
「
帝
国
の
構
成
員
」
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
は

確
実
で
あ
る
。
ま
た
、
条
文
内
の
位
置
に
よ
っ
て
若
干
暖
昧
に
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
他
の
ス
イ
ス
一
三
邦
及
び
そ
れ
ら
の
属
邦
も

（
山
）

「
帝
国
の
構
成
員
」
に
含
ま
れ
て
い
る
も
の
と
解
さ
れ
得
る
の
で
あ
る
。

国際法史上の問題としてのスイスの「独立J （二・完）

ウ
エ
ス
ト
フ
ア
リ
ア
条
約
締
結
直
後
か
ら
（
最
も
極
端
な
説
に
従
う
な
ら
ば
）

ス
イ
ス
の
「
帝
国
か
ら
の
法
的
独
立
」
を
否
定
す
る
根
拠
と
な
り
得
る
資
料
が
存
在
す
る
こ
と
が
確
認
さ

以
上
の
よ
う
に
、
（
最
も
控
え
目
な
事
例
と
し
て
）

八
世
紀
末
に
至
る
ま
で
、

れ
る
の
で
あ
る
。

次
に
、
誓
約
同
盟
の
「
属
邦
」
と
帝
国
の
関
係
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。
こ
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
ウ
エ
ス
ト
フ
ア
リ
ア
条
約
の

解
釈
と
の
関
連
に
お
い
て
困
難
な
問
題
が
提
起
さ
れ
て
い
た
。
即
ち
、
「
ス
イ
ス
条
項
」
に
ス
イ
ス
一
三
邦
が
含
ま
れ
る
こ
と
は
明

（
川
）

白
で
あ
っ
た
が
、
属
邦
が
含
ま
れ
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
不
明
な
ま
ま
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
確
か
に
、
同
条
約
中
に
は
属
邦
や
そ

れ
ら
に
対
す
る
支
配
権
に
つ
い
て
の
明
示
的
規
定
は
存
在
し
て
い
な
い
が
、
そ
の
理
由
は
、
例
え
ば
、
ミ
ユ
ル
ハ
オ
ゼ
ン
や
パl
ゼ

ル
司
教
領
の
よ
う
に
、
実
際
に
帝
国
内
に
存
在
す
る
属
邦
を
放
棄
す
る
こ
と
を
帝
国
側
が
欲
し
な
か
っ
た
こ
と
に
あ
る
と
考
え
ら

（
川
）

れ
る
。

そ
し
て
、
こ
の
規
定
の
唆
昧
き
は
実
際
上
の
問
題
を
惹
起
し
た
。
即
ち
、

一
六
五
六
年
の
誓
約
同
盟
内
の
紛
争
（
第
一
次
フ
ィ
ル

メ
ル
ゲ
ン
戦
争
（
ヨ
ロ
B
2
m
2
wユ
高
）
）
に
関
連
し
て
、

パ
l

ゼ
ル
司
教
区
に
帰
属
す
る
都
市
（

Z
2
2
ω

宮
含

2
2
2
色
目
。
）ωB

11 



回
目
巴2
2

。
）
が
帝
国
最
高
法
院
に
出
廷
さ
せ
ら
れ
得
る
か
と
い
う
問
題
が
提
起
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
「
帝
国
議
会
は
こ
の
こ
と
に
つ

12 
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い
て
肯
定
的
に
回
答
し
た
が
、
ウ
ィ
ー
ン
の
宮
廷
は
、
免
除
が
誓
約
同
盟
の
領
域
全
体
に
及
ぶ
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
誓
約
同
盟
に

有
利
な
決
定
を
下
し
た
。
宮
廷
は
こ
こ
で
、
誓
約
同
盟
の
近
代
的
領
域
概
念
を
提
示
し
た
の
で
あ
り
、
個
々
の
邦
の
伝
統
的
な
法
的

地
位
を
も
は
や
問
題
と
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
」
と
こ
ろ
が
、

一
七
一
二
年
の
同
盟
の
内
紛
（
第
二
次
フ
ィ
ル
メ
ル
ゲ
ン
戦
争
）で

は
、
ザ
ン
ク
ト
H

ガ
レ
ン

（
回
・
の
州
四
国

g

）
修
道
院
長
が
ト
ッ
ゲ
ン
ブ
ル
ク
（
司
。
問
問
。
与
R
m
）
に
対
す
る
彼
の
支
配
権
を
巡
る
問
題
を

皇
帝
に
提
起
し
た
と
き
に
、
皇
帝
側
は
一
般
的
な
外
交
政
策
上
の
理
由
か
ら
一
六
五
六
年
の
事
例
に
お
け
る
よ
り
も
、
属
邦
の
帝
国

か
ら
の
独
立
に
関
し
て
属
邦
に
不
利
な
態
度
を
と
っ
た
の
で
あ
る
。
「
こ
の
と
き
に
は
誓
約
同
盟
は
苦
労
し
て
よ
う
や
く
自
己
の
立

場
、
即
ち
、
属
邦
は
同
時
に
帝
国
等
族
で
は
あ
り
得
ず
、
そ
れ
ゆ
え
に
ウ
エ
ス
ト
フ
ア
リ
ア
条
約
の
免
除
は
属
邦
に
も
妥
当
す
る
と

（
即
）

い
う
立
場
、
を
貫
徹
し
た
の
で
あ
っ
た
。
」

こ
の
よ
う
に
、
属
邦
の
帝
国
へ
の
帰
属
を
巡
る
対
立
は
一
八
世
紀
ま
で
存
続
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
こ
の
対
立
は
当
時
作
成
さ
れ

た
条
約
の
内
容
に
も
反
映
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
一
七
二
二
年
四
月
一
一
日
付
フ
ラ
ン
ス
・
プ
ロ
イ
セ
ン
間
講
和
友
好
（
ユ
ト
レ

ヒ
ト
）
条
約
第
一
二
条
は
次
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
。

「
こ
の
講
和
文
書
に
は
、
極
め
て
キ
リ
ス
ト
教
的
な
る
［
フ
ラ
ン
ス
国
王
］
陛
下
の
側
か
ら
、
並
び
に
プ
ロ
イ
セ
ン
［
国
王
］
陛
下
の
側

か
ら
も
、
ス
イ
ス
の
す
べ
て
の
二
二
邦
と
そ
れ
ら
の
す
べ
て
の
同
盟
市
及
び
同
盟
者
、
個
別
的
に
は
、
ノ
イ
エ
ン
ブ
ル
ク
、
フ
ァ
ラ
ン
ギ
ン
、

ジ
ユ
ネ
l

ヴ
共
和
国
及
び
市
並
び
に
そ
れ
に
属
す
る
も
の
、
さ
ら
に
ザ
ン
ク
ト
H

ガ
レ
ン
市
、
ミ
ユ
ル
ハ
オ
ゼ
ン
市
、
ピ

l

ル
市
、
ヴ
ァ
リ

（
凶
）

ス
の
七
領
又
は
一
O
領
、
ラ
エ
テ
ィ
ア
ま
た
は
グ
リ
ソ
ン
の
三
同
盟
並
び
に
そ
れ
ら
の
属
領
、
が
含
ま
れ
る
。
」

こ
の
規
定
に
お
い
て
は
、
先
に
挙
げ
た
ラ
イ
ス
ヴ
ァ
イ
ク
条
約
中
の
皇
帝
・
仏
国
王
間
講
和
条
約
第
五
六
条
に
お
け
る
場
合
と
は

ス
イ
ス
の
邦
が
帝
国
の
構
成
員
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
な
い
上
に
、
諸
々
の
属
邦
の
名
が
挙
げ
ら
れ
、
そ
れ
ら
が
ス
イ
ス

異
な
り
、

（
誓
約
同
盟
）
に
含
ま
れ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
（
但
し
、
こ
れ
が
属
邦
を
含
め
た
誓
約
同
盟
全
体
が
帝
国
か
ら
完
全
に
独



立
し
た
存
在
で
あ
る
こ
と
を
必
ず
し
も
保
証
す
る
も
の
で
は
な
い
点
は
留
意
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
こ
の
条
文
は
仏
普
両
国
王

間
の
講
和
条
約
に
属
邦
を
含
む
ス
イ
ス
諸
邦
が
「
含
ま
れ
る
」
（
S

達
、
之
宮
司
ミ
ミ
ミ
言
、
）
と
い
う
形
式
を
採
っ
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
形
式

は
既
に
触
れ
た
ウ
エ
ス
ト
フ
ア
リ
ア
条
約
（
I
P
O

第
一
七
条
第
一

0

・
一
一
項
）
の
形
式
と
同
様
で
あ
る
た
め
、
依
然
と
し
て
ウ
エ
ス
ト
フ

ア
リ
ア
条
約
に
お
い
て
ス
イ
ス
誓
約
同
盟
の
地
位
を
巡
っ
て
発
生
し
た
問
題
（
と
り
わ
け
、
「
帝
国
か
ら
の
完
全
な
自
由
及
び
免
除
」
の
解
釈

を
巡
る
問
題
）
と
同
様
な
問
題
が
発
生
し
得
る
か
ら
で
あ
る
。
）

国際法史上の問題としてのスイスの「独立」（二・完）

こ
の
仏
普
間
条
約
の
他
に
も
、
仏
蘭
問
講
和
友
好
（
ユ
ト
レ
ヒ
ト
）
条
約
（
一
七
二
二
年
四
月
二
日
付
）
に
お
い
て
、
同
条
約
の

当
事
者
（
「
含
ま
れ
る
」
者
）
に
関
す
る
規
定
で
あ
る
第
三
七
条
で
、
類
似
し
た
事
柄
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
即
ち
、
同
条
で
は
、

オ
ラ
ン
ダ
（
連
邦
議
会
（
開

S
Z

の
か
忌
店
長
一
∞
宮ω
宮
中
。
2
2
g

－
）
）
の
側
か
ら
こ
の
条
約
に
含
ま
れ
る
と
さ
れ
る
者
の
中
に
「
ス
イ
ス

同
盟
の
賞
賛
さ
れ
る
べ
き
二
二
邦
と
そ
れ
ら
と
の
同
盟
及
び
連
合
を
な
し
た
者
（

K
E
s
z
n

。
民
注
q
S

）
」
が
挙
げ
ら
れ
、
さ
ら
に

個
別
的
に
「
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
派
の
都
市
街

8
5
E
5
ω
）
及
び
邦
で
あ
る
チ
ュ

l

リ
ッ
ヒ
、

（
四
）

あ
る
「
ザ
ン
ク
ト
H

ガ
レ
ン
、
ミ
ユ
ル
ハ
オ
ゼ
ン
」
等
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ベ
ル
ン
」
等
々
と
並
ん
で
、
属
邦
で

こ
の
よ
う
に
、
属
邦
が
ス
イ
ス
誓
約
同
盟
に
含
ま
れ
る
旨
が
明
示
的
に
言
及
さ
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
は
、
属
邦
の
地
位
を
巡
る

（
凶
）

対
立
が
一
八
世
紀
初
頭
に
お
い
て
も
依
然
と
し
て
存
続
し
て
い
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
も
の
と
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、

こ
こ
で
さ
ら
に
注
目
さ
れ
る
べ
き
こ
と
は
、
先
に
挙
げ
た
仏
普
開
講
和
友
好
条
約
の
第
一
二
条
に
バ

l

ゼ
ル
司
教
領
が
含
ま
れ
て
い

な
い
点
で
あ
る
。
パ
イ
ア

l
a

－
n
・
3
3
5

に
よ
れ
ば
、
同
条
は
誓
約
同
盟
の
属
邦
の
「
完
全
な
一
覧
」
で
あ
る
と
さ
れ
、
こ
の

バ
l

ゼ
ル
司
教
領
の
除
外
は
そ
の
時
点
に
お
い
て
も
依
然
と
し
て
同
司
教
領
が
帝
国
に
帰
属
し
て
い
る
も
の
と
み
な
さ
れ
て
い
た
こ

（
出
）

と
に
よ
る
と
い
う
。
こ
の
説
に
従
う
な
ら
ば
、
こ
こ
で
も
ま
た
パ

l

ゼ
ル
司
教
領
の
ス
イ
ス
誓
約
同
盟
へ
の
帰
属
に
つ
い
て
は
依
然

と
し
て
争
い
が
存
在
し
た
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

以
上
に
見
て
き
た
よ
う
に
、

一
六
四
八
年
以
降
も
一
八
世
紀
初
頭
に
至
る
ま
で
、
帝
国
と
ス
イ
ス
誓
約
同
盟
の
構
成
員
（
邦
）
と

13 



の
関
係
や
誓
約
同
盟
の
範
聞
と
い
っ
た
問
題
に
つ
い
て
、
未
確
定
な
状
態
が
続
い
て
い
た
。
そ
し
て
、
そ
の
こ
と
は
、
そ
れ
ら
の
事

14 
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柄
に
つ
い
て
ウ
エ
ス
ト
フ
ア
リ
ア
条
約
締
結
の
前
後
で
大
き
な
相
異
は
発
生
し
て
い
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で

（
国
）

あ
る
。

そ
れ
で
は
次
に
、
ス
イ
ス
の
「
対
外
的
独
立
」
を
示
す
と
思
わ
れ
る
ウ
エ
ス
ト
フ
ア
リ
ア
条
約
以
降
に
お
け
る
ス
イ
ス
の
「
条
約
」

締
結
の
事
例
に
つ
い
て
瞥
見
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

ウ
エ
ス
ト
フ
ア
リ
ア
条
約
以
後
の
「
ス
イ
ス
」
に
よ
る
「
外
交
」
活
動
一
条
約
締
結
事
例

一
六
四
八
年
以
降
に
ス
イ
ス
誓
約
同
盟
や
そ
の
構
成
諸
邦
が
一
方
当
事
者
と
な
っ
て
締
結
さ
れ
た
諸
条
約
を
見
る
な
ら
ば
、
本
稿

に
お
け
る
問
題
意
識
と
の
関
連
に
お
い
て
重
要
と
思
わ
れ
る
事
柄
を
二
つ
指
摘
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
そ
の
第
一
は
、
（
「
ス
イ

第
二
節

ス
条
項
」
で
は
「
ス
イ
ス
人
の
統
一
さ
れ
た
諸
邦
」
（
町
内
向
。
ミ
ミ
尽
き
き
さ
的
S

ミ
3
2

）
と
さ
れ
て
い
る
に
も
拘
ら
ず
）
そ
れ
ら
諸
条
約
の

中
で
、

ス
イ
ス
（
誓
約
同
盟
）
が
単
一
の
当
事
者
と
し
て
締
結
し
た
も
の
を
見
出
す
こ
と
は
殆
ど
不
可
能
で
あ
り
、

ス
イ
ス
は
依
然

と
し
て
単
一
の
国
際
的
活
動
主
体
で
は
な
い
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
そ
の
第
二
は
、

ウ
エ
ス
ト
フ
ア
リ
ア
条
約
以
後
で
あ
っ
て
も
、

ス
イ
ス
誓
約
同
盟
内
の
宗
教
的
対
立
が
依
然
と
し
て
同
盟
の
一
体
性
を
阻
害
す
る
要
因
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。

第
一
の
対
外
的
関
係
に
お
け
る
ス
イ
ス
の
単
一
性
の
欠
如
（
或
い
は
ス
イ
ス
各
邦
の
高
度
な
自
立
性
の
維
持
）
に
関
し
て
は
、
例
え

（
凶
）

一
六
八
五
年
一
O
月
の
サ
ヴ
ォ
ワ
公
と
ゾ
ロ
ト
ゥ
ル
ン
間
の
「
ト
リ
ノ
同
盟
条
約
」
の
よ
う
に
、
個
別
邦
が
ス
イ
ス
域
外
の
勢

ば力
と
同
盟
条
約
を
締
結
す
る
例
か
ら
理
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
一
八
世
紀
に
お
い
て
も
ス
イ
ス
内
で
は
個
別
邦
間
の
武
力
衝

（
四
）

突
が
発
生
す
る
な
ど
、
ス
イ
ス
の
国
家
と
し
て
の
一
体
性
は
全
く
未
確
立
で
あ
り
、
誓
約
同
盟
の
構
成
員
が
同
盟
外
の
存
在
と
同
盟

（
問
）

条
約
を
締
結
す
る
事
例
が
見
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
同
様
の
状
況
は
一
九
世
紀
初
頭
に
お
い
て
も
看
取
可
能
で
あ
る
。
即
ち
、
J¥ 



五
年
（
六
月
九
日
付
）

（
即
）

の
ヴ
ィ
l

ン
議
定
書
の
第
一
一
八
条
に
お
い
て
、
ヴ
ィ
l

ン
会
議
に
お
け
る
合
意
の
「
不
可
分
の
部
分
」
と

み
な
さ
れ
る
諸
文
書
の
中
に
、
サ
ル
デ
ィ
ニ
ア
国
王
に
よ
り
ジ
ユ
ネ

l

ヴ
（
n
g
g
ロ
号
。

g

君
。
）
に
対
し
て
行
わ
れ
た
譲
渡
に
関

す
る
同
年
三
月
二
九
日
付
の
議
定
書
が
含
ま
れ
て
お
り
、
依
然
と
し
て
邦
が
独
立
し
た
「
外
交
」
の
主
体
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ

る
の
で
あ
る
。
勿
論
、
そ
れ
ら
の
独
立
し
た
「
外
交
」
活
動
は
、
必
ず
し
も
各
邦
が
自
発
的
に
展
開
し
た
も
の
ば
か
り
で
は
な
く
、

（
即
）

外
在
的
要
因
に
よ
り
強
制
さ
れ
た
も
の
も
当
然
の
こ
と
な
が
ら
存
在
す
る
。
し
か
し
、
そ
も
そ
も
ス
イ
ス
誓
約
同
盟
に
は
自
己
の
一

体
性
を
阻
害
す
る
内
在
的
要
因
が
存
在
し
て
お
り
、
そ
の
よ
う
な
要
因
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
事
柄
が
、
先
に
挙
げ
ら
れ

た
第
二
点
、
即
ち
、
ス
イ
ス
誓
約
同
盟
内
の
宗
教
的
対
立
で
あ
る
。

宗
教
的
対
立
の
存
在
に
関
し
て
は
、

ス
イ
ス
内
の
同
一
宗
派
を
奉
ず
る
諸
邦
が
一
方
当
事
者
と
な
っ
て
、

ス
イ
ス
域
外
の
勢
力
と

国際法史上の問題としてのスイスの「独立」（二・完）

の
間
で
同
盟
条
約
を
締
結
す
る
事
例
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
る
。

例
え
ば
、

一
六
五
一
年
（
四
月
一
四
日
付
）
に
サ
ヴ
ォ
ワ
公
と
カ
ト
リ
ッ
ク
派
諸
邦
間
（
ル
ツ
エ
ル
ン
・
ウl
リ
・
シ
ユ
ヴ
ィ

l

ツ
・

ウ
ン
タ

l

ヴ
ア
ル
テ
ン
・
オ
ー
バ
ー
ヴ
ア
ル
テ
ン
・
ツ

l

ク
・
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
）
の
同
盟
を
更
新
す
る
た
め
の
条
約
が
ル
ツ
ェ
ル
ン
で
締

（
印
）

結
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
後
カ
ト
リ
ッ
ク
派
と
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
派
の
対
立
は
武
力
紛
争
（
第
一
次
フ
ィ
ル
メ
ル
ゲ
ン
戦
争
）
に
ま
で

（
印
）

至
り
、
五
六
年
の
二
月
か
ら
三
月
に
か
け
て
複
数
の
講
和
条
約
が
作
成
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
そ
の
後
も
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
派
諸
邦
（
チ
ュ
l

リ
ッ
ヒ
・
ベ
ル
ン
・
パ

l

ゼ
ル
等
）
が
ル
イ
一
四
世
と
一
六
五
八
年
（
六
月

（
問
）
（
出
）

の
条
約
に
よ
り
同
盟
関
係
に
入
り
、
さ
ら
に
六
三
年
に
ル
イ
一
四
世
は
カ
ト
リ
ッ
ク
派
諸
邦
と
の
同
盟
に
転
ず
る
な
ど
し

一
日
付
）

て
、
ス
イ
ス
諸
邦
は
宗
教
的
対
立
を
解
消
で
き
な
い
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
情
況
は
一
八
世
紀
前
半
に
も
継
続
し
、
そ
れ
は
武
力

紛
争
を
も
惹
起
す
る
こ
と
と
な
る
。
即
ち
、
一
七
一
二
年
に
発
生
し
た
「
ト
ッ
ゲ
ン
ブ
ル
ク
問
題
」
を
契
機
と
す
る
両
宗
派
閥
の
紛

（
悶
）

争
（
第
二
次
フ
ィ
ル
メ
ル
ゲ
ン
戦
争
）
で
あ
る
。
こ
の
武
力
紛
争
は
同
年
八
月
の
「
ア
ラ
オ
（
旨
き
）
講
和
」
に
よ
り
終
熔
す
る
が
、

こ
の
講
和
条
約
は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
派
二
邦
（
チ
ュ
l

リ
ヒ
・
ベ
ル
ン
）
と
カ
ト
リ
ッ
ク
派
五
邦
（
ル
ツ
ェ
ル
ン
・
ウ
l

リ
・
シ
ュ
ヴ
イ

15 
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ー
ツ
・
ウ
ン
タ

1

ヴ
ア
ル
デ
ン
・
ツ

l

ク
）
と
の
間
で
作
成
さ
れ
、
さ
ら
に
他
の
諸
邦
は
連
合
加
盟
時
の
条
件
（
パ
l

ゼ
ル
・
シ
ャ
フ
ハ

（
問
）

オ
ゼ
ン
・
ア
ッ
ベ
ン
ツ
エ
ル
）
や
政
治
的
考
慮
（
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
・
ゾ
ロ
ト
ゥ
ル
ン
及
び
バl
ゼ
ル
司
教
）
か
ら
中
立
を
維
持
し
た
。
そ

（
即
）

の
後
も
仏
国
王
が
一
七
一
五
年
に
カ
ト
リ
ッ
ク
派
諸
邦
と
同
盟
を
更
新
し
、

16 

一
七
六
四
年
に
も
仏
国
王
に
よ
る
カ
ト
リ
ッ
ク
派
諸
邦

（
別
）

の
新
た
な
兵
制
の
提
案
に
基
づ
い
て
、
事
実
上
の
同
盟
条
約
が
締
結
さ
れ
て
い
る
。

誓
約
同
盟
に
お
い
て
は
、
宗
教
改
革
以
前
か
ら
政
治
秩
序
に
お
け
る
宗
教
的
観
念
の
重
要
性
が
認
識
さ
れ
て
い
た
と
さ
れ
る
。

（
例
え
ば
、
柳
津
は
、
一
五
世
紀
後
半
の
ブ
ル
ゴ
l

ニ
ュ
戦
争
（
一
四
七
四
年
か
ら
七
七
年
）
に
お
け
る
「
当
時
の
ス
イ
ス
の
自
己
意
識
に
と

（
即
）

っ
て
、
政
治
秩
序
に
関
す
る
宗
教
的
な
観
念
が
重
要
で
あ
る
こ
と
」
を
指
摘
し
て
い
る
。
）
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
は
、
以
上
に
挙
げ
ら
れ
た

諸
条
約
の
存
在
を
勘
案
す
る
な
ら
ば
、

一
七
世
紀
後
半
以
降
一
八
世
紀
に
至
っ
て
も
依
然
と
し
て
妥
当
し
て
い
た
も
の
と
推
定
さ
れ

る
の
で
あ
る
。
（
こ
れ
は
さ
ら
に
、
ウ
エ
ス
ト
フ
ア
リ
ア
条
約
（
及
び
三
十
年
戦
争
）
に
よ
り
、
（
国
際
）
政
治
に
お
け
る
宗
教
的
契
機
が
失

わ
れ
た
と
す
る
こ
と
も
、
全
欧
州
に
つ
い
て
妥
当
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
）

以
上
の
事
柄
は
次
の
こ
と
を
意
味
す
る
で
あ
ろ
う
。
「
ウ
エ
ス
ト
フ
ア
リ
ア
神
話
」
に
よ
れ
ば
、ス
イ
ス
誓
約
同
盟
は
ウ
エ
ス
ト

フ
ア
リ
ア
条
約
に
よ
り
帝
国
か
ら
の
「
独
立
」
を
承
認
さ
れ
た
と
さ
れ
、
ま
た
、
そ
れ
は
あ
た
か
も
「
ス
イ
ス
」
が
単
一
の
国
際
的

行
動
主
体
と
し
て
当
時
の
欧
州
国
際
関
係
の
中
に
組
入
れ
ら
れ
た
と
い
う
よ
う
な
印
象
を
与
え
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
は
誤
り
で
あ

る
。
帝
国
か
ら
の
独
立
に
関
し
て
は
、
帝
国
と
ス
イ
ス
誓
約
同
盟
（
ま
た
は
各
邦
）
と
の
紐
帯
が
同
条
約
以
降
も
依
然
と
し
て
維
持

一
六
四
八
年
以
後
も
ス
イ
ス
は
一
体
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
誓
約
同
盟
内
の
宗
派
的
対
立
の
図
式
も
存
続
し

さ
れ
た
。
ま
た
、

た
の
で
あ
る
。
（
況
ん
や
、
「
ス
イ
ス
」
が
一
体
と
し
て
国
際
法
人
格
を
承
認
さ
れ
た
と
す
る
よ
う
な
主
張
は
、
近
代
国
際
法
理
論
の
歴
史
を

無
視
し
た
も
の
で
あ
る
。

但
し
、
そ
の
よ
う
な
状
況
に
あ
っ
て
も
な
お
、

ス
イ
ス
誓
約
同
盟
自
体
の
分
裂
に
は
至
ら
な
か
っ
た
と
い
う
事
実
に
は
注
意
が
向



け
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
即
ち
、
武
力
紛
争
が
惹
起
さ
れ
る
ほ
ど
の
深
刻
な
宗
教
的
対
立
が
存
在
し
て
も
、
そ
れ
が
政
治
的

（
現
実
的
）
考
慮
（
諸
邦
に
と
っ
て
の
同
盟
維
持
の
重
要
性
）
を
覆
す
ほ
ど
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
（
前
述
の
よ
う
に
、
宗
教
改
革
期
に
あ

っ
て
も
こ
の
こ
と
は
ス
イ
ス
に
お
い
て
妥
当
し
た
）
こ
と
を
こ
の
事
実
は
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
ま
た
、
宗
教
改
革
開
始
以

降
に
宗
教
が
有
し
た
世
俗
政
治
へ
の
影
響
力
の
複
雑
な
性
格
を
示
し
て
い
る
と
同
時
に
、
欧
州
社
会
に
お
い
て
宗
教
に
対
す
る
国
家

理
性
の
優
位
が
現
実
の
も
の
と
さ
れ
た
一
つ
の
実
例
で
あ
る
と
も
言
え
よ
う
。

結

論

国際法史上の問題としてのスイスの「独立J （二・完）

以
上
、
本
稿
で
論
じ
ら
れ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
次
の
諸
点
が
指
摘
さ
れ
得
る
。

ス
イ
ス
誓
約
同
盟
ま
た
は
そ
の
構
成
諸
邦
に
よ
る
「
条
約
締
結
活
動
」
に
つ
い
て
は
、
ウ
エ
ス
ト
フ
ア
リ
ア
条
約
の
前
後

に
お
い
て
変
化
は
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
同
盟
全
体
と
し
て
も
、
ま
た
各
邦
と
し
て
も
（
或
い
は
、
若
干
の
諸
邦
が
纏
ま

っ
て
）
ス
イ
ス
外
の
勢
力
と
の
条
約
を
締
結
し
て
い
る
と
い
う
事
実
、
さ
ら
に
は
宗
教
的
対
立
が
一
六
四
八
年
の
前
後
に
お
い
て
変

わ
る
こ
と
な
く
存
在
し
た
こ
と
か
ら
も
理
解
さ
れ
る
よ
う
に
、
ス
イ
ス
誓
約
同
盟
の
一
体
性
の
欠
如
に
関
し
て
も
、
ウ
エ
ス
ト
フ
ア

（
凶
）

リ
ア
条
約
の
前
後
に
お
い
て
本
質
的
な
変
化
は
見
出
さ
れ
得
な
い
の
で
あ
る
。

先
ず
、

ウ
エ
ス
ト
フ
ア
リ
ア
条
約
中
の
「
ス
イ
ス
条
項
」
に
つ
い
て
は
、
次
の
二
点
が
確
認
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
第
一
に
、
属

邦
の
法
的
地
位
を
巡
る
問
題
か
ら
理
解
さ
れ
る
よ
う
に
、
「
ス
イ
ス
条
項
」
は
ス
イ
ス
全
体
を
名
宛
人
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。
（
そ

（
凶
）

一
八
世
紀
末
或
い
は
一
九
世
紀
初
頭
ま
で
「
ス
イ
ス
」
の
領
土
自
体
が
画
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
）
第
二
に
、
「
ス
イ
ス
条
項
」

ま
た
、

も
そ
も
、

中
の
「
帝
国
か
ら
の
自
由
及
び
免
除
」
は
、
ス
イ
ス
誓
約
同
盟
の
（
近
代
国
際
法
上
の
観
念
と
し
て
の
）
「
主
権
」
を
承
認
す
る
も
の

（
出
）

で
は
な
い
。
さ
ら
に
、
こ
の
第
二
点
に
関
連
し
て
、
次
の
事
柄
が
指
摘
さ
れ
る
。

17 



本
稿
（
第
四
章
第
一
節
）
で
確
認
さ
れ
た
よ
う
に
、
帝
国
国
制
史
や
ス
イ
ス
史
を
扱
う
諸
論
考
に
お
い
て
、
ウ
エ
ス
ト
フ
ア
リ
ア
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条
約
以
降
の
帝
国
か
ら
の
ス
イ
ス
の
「
独
立
」
に
関
し
て
は
、
諸
説
が
存
在
す
る
。
（
そ
れ
ら
に
対
し
て
決
定
的
な
判
断
を
下
す
こ
と
は

筆
者
の
能
力
を
超
え
る
問
題
で
あ
る
。
）
そ
れ
ら
に
よ
り
、
「
帝
国
か
ら
の
自
由
及
び
免
除
」
が
ス
イ
ス
全
体
の
帝
国
国
制
か
ら
の
完
全

な
離
脱
を
意
味
す
る
と
い
う
主
張
が
異
論
な
く
受
容
さ
れ
る
と
い
う
情
況
に
は
も
は
や
な
い
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
ま
た
、
仮
に
、

「
ウ
エ
ス
ト
フ
ア
リ
ア
条
約
に
よ
る
ス
イ
ス
の
独
立
承
認
」
が
正
し
い
と
し
て
も
、
属
邦
の
地
位
を
巡
る
議
論
に
お
い
て
確
認
さ
れ

た
よ
う
に
、
ス
イ
ス
は
一
体
と
し
て
帝
国
の
枠
組
の
外
に
置
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
こ
と
は
指
摘
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

以
上
の
諸
点
か
ら
、
遅
く
と
も
本
稿
で
確
認
さ
れ
た
一
六
世
紀
初
頭
以
降
、
そ
し
て
ウ
エ
ス
ト
フ
ア
リ
ア
条
約
の
前
後
も
か
わ
る

こ
と
な
く
、
ス
イ
ス
誓
約
同
盟
及
び
そ
の
構
成
諸
邦
は
、
ス
イ
ス
外
の
勢
力
と
の
関
係
に
お
い
て
「
国
際
的
」
活
動
主
体
と
し
て
認

知
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
そ
う
で
あ
り
な
が
ら
も
、
少
な
く
と
も
そ
れ
ら
の
若
干
は
帝
国
と
の
何
ら
か
の
法
的
紐
帯
を
維
持
し
て
い

た
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
現
象
は
近
代
的
な
主
権
理
論
（
或
い
は
、
国
家
構
成
原
理
）
に
よ
っ
て
は
説
明
不
可
能
で
あ

り
、
む
し
ろ
そ
の
根
本
に
は
国
家
の
一
元
化
さ
れ
た
権
力
と
し
て
の
主
権
概
念
が
存
在
し
て
い
な
い
と
い
う
状
況
が
あ
っ
た
も
の
と

考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
（
そ
の
結
果
と
し
て
、
ス
イ
ス
誓
約
同
盟
（
及
び
同
盟
構
成
諸
邦
）
の
帝
国
と
の
関
係
と
そ
の
他
の
諸
勢
力
と
の

関
係
は
区
分
し
て
説
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
）

こ
れ
ら
の
事
柄
が
理
解
さ
れ
る
な
ら
ば
、
ス
イ
ス
誓
約
同
盟
が
一
四
九
九
年
の
バ

l

ゼ
ル
講
和
以
降
「
事
実
上
独
立
し
て
い
た
」
、

或
い
は
「
事
実
上
主
権
的
存
在
で
あ
っ
た
」
と
す
る
「
通
説
」
に
は
、
次
の
よ
う
な
問
題
が
内
包
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な

る
。先

ず
、
仮
に
、
誓
約
同
盟
や
そ
の
構
成
諸
邦
に
よ
る
条
約
締
結
活
動
に
つ
い
て
近
代
国
際
法
理
論
に
基
づ
い
て
評
価
を
試
み
る
な

ら
ば
、
誓
約
同
盟
や
諸
邦
は
「
条
約
締
結
主
体
」
と
し
て
相
手
側
当
事
国
に
よ
る
「
黙
示
的
承
認
」
を
「
法
的
」
に
受
け
て
い
た
こ

と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
理
論
が
当
時
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
既
述
の
通
り
で
あ
る
。
そ
れ



で
は
、
近
代
国
際
法
理
論
に
依
拠
し
な
い
な
ら
ば
、
ど
の
よ
う
な
論
理
的
帰
結
が
も
た
ら
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
場
合
、

「
事
実
上
の
独
立
」
と
い
う
説
明
は
「
正
式
な
独
立
」
と
の
対
比
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
で
は
ウ
エ
ス
ト
フ

ア
リ
ア
条
約
が
「
正
式
な
独
立
」
を
承
認
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
す
る
こ
と
と
、
パl
ゼ
ル
講
和
が
「
事
実
上
の
独
立
」
を
承
認
す

る
も
の
で
あ
っ
た
と
す
る
こ
と
の
相
異
は
い
か
な
る
点
か
ら
導
き
出
さ
れ
得
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ウ
エ
ス
ト
フ
ア
リ
ア
条
約
が
帝
国

外
の
存
在
と
の
合
意
で
あ
る
点
で
あ
ろ
う
か
。
（
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
ス
イ
ス
の
「
国
際
的
な
独
立
の
承
認
」
が
一
六
四
八
年
に
な
さ
れ
た
と

国際法史上の問題としてのスイスの「独立J （二・完）

さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
）
し
か
し
な
が
ら
、
「
ス
イ
ス
条
項
」
の
規
定
内
容
は
そ
の
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
こ
と
は
、
本
稿
で
確
認
さ
れ

た
通
り
で
あ
る
。
し
か
も
、
こ
の
場
合
、
バ
I

ゼ
ル
講
和
以
降
一
六
四
八
年
に
至
る
ま
で
の
ス
イ
ス
同
盟
や
個
別
の
構
成
邦
が
帝
国

外
の
諸
勢
力
と
締
結
し
た
「
条
約
」
が
国
際
的
な
関
係
を
表
徴
す
る
も
の
で
は
な
い
と
の
前
提
に
立
つ
こ
と
に
な
る
の
で
あ
っ
て
、

「
そ
れ
で
は
一
五
世
紀
末
か
ら
一
七
世
紀
中
葉
（
さ
ら
に
は
一
八
世
紀
初
頭
）
に
お
け
る
『
国
際
関
係
』
と
は
何
か
」
と
い
う
点
か

（
国
）

ら
の
問
い
掛
け
を
産
み
出
す
こ
と
に
な
る
。

一
七
世
紀
中
葉
の
欧
州
国
家
間
関
係
に
は
、
近
代
国
際
法
理
論
に
よ
っ
て
解
釈
・
説
明
さ
れ
得
な
い
多
く
の
側
面

何
れ
に
せ
よ
、

が
存
在
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
実
態
の
中
で
、
「
ス
イ
ス
条
項
」
を
近
代
国
際
法
理
論
に
よ
っ
て
説
明
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、

（
胤
）

仮
に
そ
の
よ
う
な
説
明
が
試
み
ら
れ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
誤
解
を
招
き
易
い
も
の
と
な
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の

事
柄
が
理
解
さ
れ
る
な
ら
ば
、
そ
こ
に
は
さ
ら
に
、
「
（
近
代
）
国
家
と
は
何
か
」
と
い
う
、
国
際
法
（
史
）
学
（
そ
し
て
国
際
関
係
論
）

（
郎
）

に
と
っ
て
よ
り
一
層
根
源
的
な
問
題
が
存
在
す
る
こ
と
が
認
識
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

「
ウ
エ
ス
ト
フ
ア
リ
ア
神
話
」
は
誤
り
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
誤
り
を
正
し
、
一
七
世
紀
中
葉
以
降
の
国
際
法
の
（
そ
し
て
、
欧

州
国
際
関
係
の
）
歴
史
の
実
相
を
探
求
す
る
た
め
に
は
、
そ
の
時
代
の
欧
州
社
会
に
は
、
本
稿
で
確
認
さ
れ
た
よ
う
な
ス
イ
ス
誓
約

同
盟
（
さ
ら
に
は
「
ハ
ン
ザ
」
）
の
よ
う
な
独
特
な
政
治
体
が
依
然
と
し
て
存
在
し
て
い
た
と
い
う
事
実
（
他
面
か
ら
見
れ
ば
、
当
時
の

欧
州
社
会
の
諸
関
係
に
お
い
て
、
「
ウ
エ
ス
ト
フ
ア
リ
ア
神
話
」
が
合
意
す
る
よ
う
な
、
中
世
か
ら
近
代
へ
の
転
換
が
短
時
日
の
聞
に
生
じ
た
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侃
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同
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富
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P
E
目
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品
目
ロ
ω

∞2
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込
巳
s
z
r
F
5
5
円
四
品
目
。
開
M
S
B
E。
ロ
【
目
。
円
巴
与
問
。
ロ
。

ω
ω
g
ω

岳
民
円
J
冨
・
巴
$
2
2
3
m
）
・

巴
札
柄
。
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ミ
S
S
ミ
s
a

－
－
』
勺

S

荷
。
宮
、
問
、
同
合
同
ミ
旬
。
ミ
ミ
ミ
ミ
旬
ミ
遣
さ
切
な
常
命
的

H
s
e
g

司
法
雷
雨
ぬ
きhw
N

・
k
g
h
sこ
ま
∞
宙
器
。
－L
8
3
・N

回
色
－w国
内
山
・
ロ
・
∞
・

h
p
k
E
l
h
p
h
R
w

・

（M
m）
冨
・
』
。
ュ
。
・
6
2
Z
2
5
H
B

胃
巴
！
門
出
。
何
日
仏
向
。
ロ
。

ω
ω
g
ω

岳
民
門
S

色
色
g
P
E
E
R
z
g

品
∞3
・
冨
・
』
。
ユ
。
2
3
m
・
）Lm
A
h－－b
な

M
S
Hミ
R
N
R
a丸岡
ミ
e
R
k
g
gミ
。
町
民
暴
言
、
N
S
h
a
＝
s
q
w

．

Nな
忌
S
N
勺3
．
ミS
M
（N
位
ユ
n
F
W
5
8）
・
∞
・
H
a
－

（
釘
）
何m
m
q
（
ロ
。
件
。
ヨ

w）
・
司
－
H匂
N
・

（
鈎
）
ロ
・0
a
z

ロ
＼p
d
R
F
R

忌
内
・3
b
s

ミ
想
的
e
p
a
N
R
K
A
思
5
5

ミ

b
宣
言
。
ミ
ミ

g
e
g
h
8
5
2
5

件
＼Z
E
F

N
O
O
N）w唱
－N
∞
∞
・

（ω
）
ヨ
リ
オ
は
次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。
「
一
六
四
八
年
及
び
そ
れ
以
降
の
数
十
年
に
お
い
て
、
主
権
概
念
（
∞
－v
o
mユ
思
は
依
然
と

し
て
確
定
的
に
定
義
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
二
つ
の
国
法
上
の
原
則
が
相
互
に
競
い
合
っ
て
い
た
。
一
方
で
は
、
特
に
、
フ
ラ
ン
ス
人
及

び
オ
ラ
ン
ダ
人
が
従
っ
た
、
ジ
ヤ
ン
・
ボ
ダ
ン
の
「
近
代
的
」
主
権
観
念
（
印
・
｝
8
R

岳
民
。
ロ
）
が
存
在
し
た
。
国
家
理
論
に
つ
い
て
の
彼

の
著
作
で
あ
る
「
国
家
論
六
篇
』
で
、
既
に
一
五
七
六
年
に
ボ
ダ
ン
は
主
権
を
『
国
家
の
絶
対
的
か
つ
永
遠
の
権
力
」
と
定
義
し
た
の
で

あ
る
。
他
方
で
は
、
伝
承
さ
れ
て
き
た
帝
国
の
理
念
（
問
。w
Z
E
2
）
が
存
在
し
た
。
」
τ
ュ
。
（
旨5
・
∞e
w∞
・5
印
・

（
間
）
ヨ
リ
オ
は
、
「
ス
イ
ス
に
お
い
て
は
、
近
代
的
な
主
権
概
念
の
継
承
は
［
一
七
世
紀
か
ら
一
八
世
紀
へ
の
］
世
紀
の
か
わ
り
日
ま
で

に
完
了
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
」
と
す
る
o
G
。
ュ
。
（
旨
百
戸
・

8
）w
m・5
ご
ま
た
、
モ
ム
ゼ
ン
は
、
一
七
世
紀
初
頭
か
ら
一
八
世
紀
前
半

ま
で
の
バ
l

ゼ
ル
大
学
に
お
け
る
多
数
の
博
士
論
文
を
中
心
と
す
る
諸
文
献
に
お
い
て
「
主
権
」
観
念
、
特
に
、
ボ
ダ
ン
の
「
主
権
」
理

論
が
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
て
い
る
か
を
論
ず
る
中
で
、
そ
の
当
時
、
近
代
的
な
主
権
国
家
は
未
だ
実
在
す
る
に
は
至
っ
て
お
ら
ず
、
依
然

と
し
て
「
帝
国
」
と
そ
の
下
位
秩
序
に
組
み
入
れ
ら
れ
た
ド
イ
ツ
領
邦
国
家
が
問
題
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
ボ
ダ
ン
の
主
権
観
念

は
受
容
さ
れ
て
お
ら
ず
、
せ
い
ぜ
い
の
と
こ
ろ
言
葉
だ
け
が
受
容
さ
れ
て
い
た
に
過
ぎ
な
い
こ
と
等
を
指
摘
し
て
い
る
。
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宮
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B
E
g
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一
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四
五
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六
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日
付
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フ
ラ
ン
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国
王
及
び
ス
ウ
ェ
ー
デ
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女
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の
各
々
の
使
節
が
皇
帝
側
使
節
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る
も
の
に
お
い
て
で
あ
る
と
い
う
。
（
思
R
－w
E
）
・
ぉP
E
C
ミ

E
N
）
尚
、
I
P
O

と

I
P
M
各
々
の
全
文
の
仏
語
訳
版
は
、
一
六
五
一

年
か
ら
一
七
七
五
年
の
間
に
少
な
く
と
も
、
前
者
が
二
ニ
版
、
後
者
が
二
三
版
、
各
々
上
梓
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
更
に
、
抄
訳
版
が
、

一
六
四
八
年
か
ら
一
六
五
O
年
の
間
だ
け
で
も
、
各
々
三
版
及
び
七
版
存
在
し
て
い
る
と
さ
れ
る
。
（
N
V
R
b司
－H
臼
ー
ロ
ド
）

（m
m）

d
s
な
さ
．
き3
．
可
の
訳
語
と
し
て
は
「
領
域
主
権
」
、
「
ラ
ン
デ
ス
ホl
ハ
イ
ト
」
（
U
E
g
F

各
各
一
「
領
邦
高
権
」
）
、
「
領
邦
権
力
」
、

「
領
邦
権
」
（
さ
ら
に
は
、
「
主
権
」
（
印
。
ロ

2
B
E
S
件
）
）
等
が
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
「
原
語
に
即
し
て
」
直
訳
に

最
も
近
い
と
思
わ
れ
る
「
領
域
権
」
を
使
用
す
る
。
（
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
別
稿
で
敷
桁
す
る
予
定
で
あ
る
。
）

（
問
）
B

・
ブ
ラ
オ
ン
は
、
次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。
ウ
エ
ス
ト
フ
ア
リ
ア
講
和
会
議
に
お
け
る
交
渉
に
関
し
て
、
当
初
ス
イ
ス
誓
約
同

盟
の
側
で
は
、
皇
帝
の
も
と
で
の
誓
約
同
盟
の
諸
特
権
を
指
摘
す
る
と
い
う
伝
統
的
な
道
筋
に
よ
っ
て
交
渉
の
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
が

で
き
る
と
考
え
て
い
た
。
ヴ
エ
ツ
ト
シ
ユ
タ
イ
ン
も
当
初
バ

l

ゼ
ル
の
諸
特
権
の
み
を
提
示
し
た
が
、
そ
れ
で
は
不
充
分
で
あ
る
こ
と
を

悟
り
、
（
フ
ラ
ン
ス
外
交
官
た
ち
の
精
力
的
な
支
持
と
共
に
）
主
権
理
論
と
い
う
避
難
所
を
選
択
し
た
。
「
ウ
エ
ス
ト
フ
ア
リ
ア
条
約
第
六

条
は
［
皇
帝
に
よ
る
特
権
と
主
権
と
い
う
］
両
原
則
の
独
特
な
混
合
物
で
あ
る
。
即
ち
、
同
条
は
誓
約
同
盟
の
主
権
に
つ
い
て
の
宣
言
を

何
ら
含
ま
ず
、
帝
国
か
ら
の
免
除
『
の
み
」
［
原
文
引
用
符
］
を
含
ん
で
お
り
、
そ
れ
ゆ
え
帝
国
法
の
枠
組
の
中
で
の
説
明
と
な
っ
て
い

る
。
そ
し
て
、
誓
約
同
盟
が
帝
国
の
裁
判
所
に
従
属
し
な
い
こ
と
と
そ
れ
に
対
応
す
る
手
続
は
破
棄
さ
れ
る
こ
と
と
い
う
付
加
部
分

（N
C
S
R）
も
こ
の
枠
組
内
で
の
動
き
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
こ
の
付
加
部
分
は
主
権
に
つ
い
て
の
宣
言
の
も
と
で
は
余
分
と
な
る
か
ら

で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
免
除
の
根
拠
と
し
て
皇
帝
に
よ
る
諸
特
権
が
指
摘
さ
れ
ず
、
誓
約
同
盟
がE
言
、
。a
g
ω

芯
ミ
ミ

N
Aミ
g

ご
宇

ミ
ミ
な
ョ
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
観
念
は
主
権
理
論
か
ら
の
借
用
な
の
で
あ
る
。
」
回
・
∞

5
5

（
旨5
・
吋3
・
∞
－
N
O
M－

N
C
ω・

（
川
）
司3
2

（
旨5
・H
C）
・
∞
・
忍
ー
∞

0
・

（
山
）
m
g

・
∞
各
誌
ロm
g

＼
g
z
p
ロ
B
Z
E
E
ω

伊
豆
ニ
B
ω

志
件
。
ロ
富
山
再
巳
巳

5
3
．
めS
H句
、R
S
S

令

N
S
制
S
3
M叩
』
問
、
円
M
a
s
s
F

回
色
・
怠
（
M
g
s
w∞
・8
H
I
S
M
－
ま
た
、
シ
ュ
ヴ
イ
ン
ゲ
ス
は
、
岡
市
の
指
導
層
に
属
す
る
家
門
が
一
六
九
五
年
か
ら
九
八
年
に
か
け
て
帝

国
の
フ
ラ
イ
ヘ
ル
身
分
を
獲
得
し
た
こ
と
や
ゾ
ロ
ト
ゥ
ル
ン
の
公
的
な
印
章
や
紋
章
か
ら
帝
国
を
象
徴
す
る
「
戴
冠
の
鷲
」
が
消
滅
す
る

の
は
一
八
世
紀
中
葉
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
を
挙
げ
て
い
る
。
（
開σ門
「ω
・h
B
N
l
h
s
。
・
）

（
山
）
∞
－s
q
E
Z
F
B
S
ロ
（
旨
戸
B

・h
s
w
ω・N匂
・
但
し
、
こ
の
解
釈
に
対
し
て
は
、
例
え
ば
対
ト
ル
コ
戦
に
つ
い
て
は
、
そ
の
異
常
な
状
況
故
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に
発
生
し
た
事
態
で
あ
っ
て
、
必
ず
し
も
帝
国
の
構
成
員
故
に
協
力
し
た
と
は
限
ら
な
い
と
す
る
別
の
解
釈
も
可
能
で
あ
ろ
う
。

（
山
）
の
2
2

（
旨5
・
吋ω）
弘
－H
g
・

（
山
）
』
。
ュ
。
（
旨

5

・8
）
弘
－Hω
ω・

（
出
）
「
ラ
イ
ス
ヴ
ァ
イ
ク
条
約
」
と
は
、
ル
イ
一
四
世
が
ア
ウ
ク
ス
ブ
ル
ク
連
合
（
神
聖
ロ
l

マ
皇
帝
・
ス
ペ
イ
ン
国
王
及
び
若
干
の
ド

イ
ツ
諸
侯
を
中
心
と
す
る
反
仏
同
盟
）
を
相
手
と
し
て
一
六
八
八
年
一

O
月
に
開
始
し
た
「
プ
フ
ァ
ル
ツ
継
承
戦
争
」
と
こ
れ
に
並
行
し

て
英
蘭
連
合
軍
を
相
手
に
翌
年
五
月
に
開
始
し
た
「
ウ
ィ
リ
ア
ム
王
戦
争
」
の
終
結
の
た
め
、
一
六
九
七
年
九
月
か
ら
一

O
月
に
か
け
て

オ
ラ
ン
ダ
の
ラ
イ
ス
ヴ
ァ
イ
ク
（
屈
す
豆
－r）
で
締
結
さ
れ
た
複
数
の
二
国
間
条
約
の
総
称
で
あ
る
。
そ
れ
ら
に
は
仏
蘭
間
の
講
和
条
約

（
口
戸
国
戸
ω
当
l

勾
0
・
）
及
び
通
商
航
海
条
約
（Q
－
何
回
戸ω
己
ー
ち
∞
・
）
（
共
に
九
七
年
九
月
二O
日
付
）
、
仏
英
開
講
和
条
約
（
同
日

付
）
（Q
何
回
＝

s

怠
舟
）
、
仏
西
開
講
和
条
約
（
同
日
付
）
（Q
何
回
＝
お

1
8
5
、
帝
国
・
仏
間
の
停
戦
条
約
（
同
年
同
月
二

一
一
日
付
）
（
ロ
戸
間
戸H
l
E
と
講
和
条
約
（
同
年
一

O
月
三
O
日
付
）
（
ロ
バ
戸
間
戸
印
l

認
・
）
等
が
含
ま
れ
て
い
る
。

（
出
）
唱
。
、
さ
さS
N
ミ

h
h
R
S町
内
R
N
S
R
Nミ
ミ
ミ
ミ
．2
司
令
叫
なb
p
ミ
ミ
凡
さ
さ
ま
－E
R
P
R
N
q
g選
、
若
宮
ミ
ミ
ミ
ミh
v
S号
、
さ
さ
き

E
K
G遺

同
遺
言
、
仕hh
S
守
ミ
ミ
お
き
さ

N
Sミ
岡
山
ミ
ミ
号
、
平s
q
e
s
M
H
G
g
bミ
尽
き
守
さ
ぎ
ミ
ミF
S
言
、
意
向
。
。
的
窓
口
急
逮
岡
、
礼
的
向
。
、
史
的
色
町

同
も
なg
h
vミN
h
M匂
S

む
な
ぎ
凡
旬
、
s
s

。
さ
ミ
守S
S

喝
、
尽
き
匂
凡
な
ミ
芯Nh
h
w
h
v
S

町
、
。h
ミ
な
な
色
町
、
ミ
ミ
ぎ
旬
、
町
尽
き
色
町
町
、
ミ
町
内
凡
さ
固
と
足
立
ミ
ミ
遺

円
。
ミ3
2
S

遣
さ
さ
き
『
ミ
円
山
内
ミ
号
、
ミ
。
遺
言
。
泣
き

S
S

同
e
S
F
福
島
町Q
尚
昆
司
令
町
内

C
S
S
G
吉
選

b
b
も
s
h

守
ミ
凡
な
、
句
、
守
偽
除
（
リ
。
き
凡
司
令

H
R

」
〈
さ
さ
逮
ミ
乞
R
N札
h
む
の
ミ
噛
柏
、c
e
E
S
S
M
g

立
札
口
ミ
虫
、
ミ
ミ
N
P
Sミ
色
町
切
な
お
さ
内
、
ミ
守
史
的
ト
常
な
同
宮
内
な
の
な
包

N
h
c
s
s
s
ミ
旬
、

与
さ
ミ
ミ
遣
さ

s
s
s
な
色
付
与
室
内
旬
。
a
n
町
民E
S

－
－
．
（

Q

－
炉
問
戸
N
吋
・
）
因
み
に
、
同
条
約
第
五
七
条
で
は
「
同
様
に
、
極
め
て
キ
リ

ス
ト
教
的
な
る
神
聖
な
［
フ
ラ
ン
ス
］
国
王
陛
下
の
名
に
よ
り
、
ス
イ
ス
の
一
三
邦
及
び
そ
れ
ら
の
同
盟
者
、
特
に
ヴ
ァ
リ
ス
市
が
、

［
こ
の
講
和
に
］
含
ま
れ
る
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。

（
山
）
こ
れ
ら
と
は
別
に
、
財
政
史
の
観
点
か
ら
次
の
よ
う
な
指
摘
が
行
わ
れ
て
い
る
。
即
ち
、
一
七
世
紀
初
頭
以
降
も
ス
イ
ス
（
パ1
ゼ

ル
を
は
じ
め
と
し
て
、
シ
ャ
フ
ハ
オ
ゼ
ン
・
チ
ュ

l

リ
ヒ
等
）
が
引
き
続
き
ド
イ
ツ
南
部
地
域
へ
の
融
資
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
際
に
は
、

宗
派
的
な
観
点
は
無
視
し
得
た
の
で
あ
っ
て
、
地
域
的
連
帯
、
善
隣
関
係
、
関
係
者
の
経
済
的
利
益
が
優
越
し
た
の
で
あ
る
。
（
問
。
B
q

（
ロ
。
青
山
C
）w
H】
・
ちN
・
）
こ
れ
ら
の
事
実
も
、
ス
イ
ス
諸
邦
と
帝
国
と
の
紐
帯
の
一
七
世
紀
に
お
け
る
存
続
を
示
す
も
の
と
解
す
る
こ
と
が

で
き
よ
う
。
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（
問
）
』
。
ュ
。
（
旨

5

・8
）
・ω－E
0
・

（
川
）
司
4
2
S
5
・5
h
・
芯
・

（
即
）
』
。
ュ
。
（
旨
5

・
。s
h
－E
C
一
司q
q

（
旨5
・5
）
弘
・
芯l∞
0
・
尚
、
こ
の
二
次
に
わ
た
る
フ
ィ
ル
メ
ル
ゲ
ン
戦
争
は
、
誓
約
同
盟
内
の
主

導
権
争
い
と
宗
派
的
対
立
、
そ
し
て
欧
州
の
国
際
情
勢
が
絡
み
合
っ
た
紛
争
で
あ
っ
た
。
即
ち
、
二
大
改
革
派
邦
で
あ
る
チ
ュl
リ
ヒ
と

ベ
ル
ン
が
、
カ
ト
リ
ッ
ク
派
五
邦
に
対
し
て
戦
い
を
挑
ん
だ
の
が
こ
の
紛
争
で
あ
り
、
そ
の
背
景
に
は
カ
ト
リ
ッ
ク
派
諸
邦
の
後
ろ
盾
で

あ
っ
た
ス
ペ
イ
ン
の
衰
退
、
そ
し
て
、
と
り
わ
け
第
二
次
フ
ィ
ル
メ
ル
ゲ
ン
戦
争
に
際
し
て
は
ス
ペ
イ
ン
継
承
戦
争
に
よ
り
、
皇
帝
も
ス

ペ
イ
ン
も
対
応
で
き
な
い
と
い
う
状
況
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
イ
ム
H

ホ
l

フ
、
前
掲
書
（
前
註
（3
）
）
、
一
一
七l

一
一
八
頁
。

（
凶
）
E

守
ミ
認
さ

P
R
E
S

守
R
H
ミ
ミ
お
き
ミ
ミ
ミ
．2
E

志
望
。
。
♀
司
法
町
一
S
3
g
S
R
窓

a
s
a
h
hミ
ミ
ミ
な
選
定
句
。
ミ
包
片
足
、
ね
る

ミ
達
、
さ
』
W
S札N
h唱
え
足
、
。
遺
ミ
崎
町
、
偽
札
。
町
民
選
、

h
N
h同ミ
モ
ミ
怠
句
、
s
s

。
s
s
$
8
8
3
h
き
旬
。
。
凡
な
お
町
、
定
号
、
ぬ
号
、
民
諸
島
志
向
。
町
民
選
、

3
．
湾e
G
H
R

弓
手
〔
リS
H
3．

h
w芯

s
h
h足
、
同e
a
g
s
b
Q
S
G
窓
口
。
ミ
S
H
R
遺
ミ
き
軸
な
さ
R
S
S
R

町
内
定
ミS
F
Q
ミ
雷
同
志
史
的
凡
な
違
旬
。
寄
託

〔w
b
Rミ
ミ
S
S
皆
、
色
町
思S
さ
、
色
付
与
な
き
な
蕊
号s
s
s
s
b

ミ
遺
骨
芯
目
偽
句
旨
ミ
な
、
同
芯
遺
ミ
凡

Q
遺
吋
、
a

～γ釘
ぬ
偽
同
吾
ミ
同

〔U『
杭
町
。
噛
柚
偽
柄

s

逮

s
3
h
遺

h叫
偽
、
偽
芯
札
偽
送
同
凡
凡
句
．
遣
（
内
吋
．
旬
．

u只
〈
阿
同
同
．

H品
∞. ) 

（
印
）
内
同
凶
・
凶
阿
〈
口
戸
印
∞
ー
印
。
・

（
凶
）
そ
し
て
、
属
邦
の
地
位
を
巡
る
対
立
の
結
果
、
「
ラ
イ
ス
ヴ
ァ
イ
ク
（
一
六
九
七
年
）
、
ユ
ト
レ
ヒ
ト
（
一
七
二
二
年
）
及
び
パ
l

デ

ン
／
ア
l

ル
ガ
ウ
（
一
七
一
四
年
）
に
お
い
て
、
ス
イ
ス
は
所
調
属
邦
（

N
Z向
。
一
項
目
色
窓
口
）
を
そ
れ
ら
の
［
各
地
で
締
結
さ
れ
た
］
講

和
条
約
中
に
含
ま
し
め
た
の
で
あ
る
」
。
司a
q

（
旨5
・5
）
・
∞
・
∞
舟
守
ユ
。
（
旨
岡
田
・

8
）
・
∞
－
E
0
・

（
凶
）
司a
q

（
旨
回
目
－
H
3・
∞
・
∞
品
・
パ
イ
ア

l

は
、
一
八
世
紀
初
頭
に
お
い
て
も
若
干
の
属
邦
が
、
宗
派
的
及
び
政
治
的
共
感
か
ら
、
ス
イ
ス

誓
約
同
盟
中
に
名
を
挙
げ
ら
れ
な
か
っ
た
と
し
、
こ
の
こ
と
は
特
に
、
ノ
イ
エ
ン
プ
ル
ク
と
バ

l

ゼ
ル
司
教
領
に
つ
い
て
妥
当
す
る
、
と

し
て
い
る
。

（
凶
）
ヨ
リ
オ
は
、
ス
イ
ス
誓
約
同
盟
と
帝
国
（
及
び
帝
国
等
族
）
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
、
本
稿
が
対
象
と
し
た
一
八

世
紀
初
頭
ま
で
の
時
期
を
超
え
て
そ
の
関
係
が
存
続
す
る
も
の
と
し
て
い
る
。
「
一
三
邦
の
誓
約
同
盟
の
急
速
に
薄
れ
つ
つ
あ
る
帝
国
法

上
の
紐
帯
と
並
ん
で
、
ア
ン
シ
ャ
ン
H

レ
ジ
ー
ム
の
終
末
ま
で
、
今
日
の
ス
イ
ス
の
個
々
の
領
域
の
若
干
の
帝
国
等
族
へ
の
多
数
の
そ
し

て
部
分
的
に
は
依
然
と
し
て
重
要
な
関
係
が
存
在
し
た
。
そ
の
た
め
、
一
六
四
八
年
は
、
一
つ
の
発
展
の
終
末
で
は
な
く
、
国
家
形
成
へ
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の
道
程
の
上
で
の
ス
イ
ス
の
重
要
な
一
段
階
な
の
で
あ
っ
た
。
二
二
邦
と
そ
れ
ら
の
従
属
地
（
〈q
σ
皆
同
母
窓
口
）
は
、
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
1

レ
ン
［
の
地
］
に
お
い
て
疑
い
な
く
帝
国
か
ら
の
あ
る
種
の
独
立
（
σ
宮
。
町
m
g

仏
当
庁
向
。
R
Z
窓
口
ロ
与
F
g
岡
山m－8
5
を
承
認
さ
れ
た
。

そ
の
独
立
は
一
七
世
紀
及
び
一
八
世
紀
の
経
過
の
中
で
、
近
代
的
な
「
対
外
的
』
主
権
へ
と
発
展
し
た
。
し
か
し
、
一
人O
三
年
に
レ
l

ゲ
ン
ス
ブ
ル
ク
に
お
い
て
よ
う
や
く
『
帝
国
の
紐
帯
』
（
弓
R
S

さ
も
ぬ
ミ
凡
）
が
最
終
的
に
解
消
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
」
τ
ュ
。
（
旨
百
戸
匂
3
・

∞
・H
h
p
h
肝
・

（
鴎
）
内
叫a
u・
同
〈
戸ω
A
W
也
1
ω吋
ω
・

（
印
）
例
え
ば
、
或
る
武
力
衝
突
の
結
果
と
し
て
、
一
七
一
八
年
六
月
一
五
日
付
で
ベ
ル
ン
・
ウl
リ
・
ザ
ン
ク
ト
H

ガ
レ
ン
聞
の
講
和
条

約
が
締
結
さ
れ
て
い
る
。
ロ
リ
戸
阿
良
いH
H
ω
8
・

（
邸
）
例
え
ば
、
一
七
コ
二
年
の
ザ
ン
ク
ト
H

ガ
レ
ン
と
仏
と
の
間
の
条
約
が
挙
げ
ら
れ
る
。
同
条
約
で
は
、
「
ザ
ン
ク
トH
ガ
レ
ン
大
修

道
院
長
」
が
、
「
ス
イ
ス
（
r
g

同
．
宮
町
。
宮
内
山
巴

A
5
）
の
構
成
員
と
し
て
」
こ
の
条
約
を
締
結
す
る
と
さ
れ
て
い
る
（
第
一
条
）
。
（
町
一
吋M．

凶
関
戸

ω
ミ
ー
臼
ど
ま
た
、
一
七
三
九
年
の
バ

l

ゼ
ル
・
仏
間
の
防
衛
同
盟
条
約
（
内
J
a－
－
凶
民
〈υ
a
l
g
0
・
）
や
同
じ
く
バ
l

ゼ

ル
・
仏
間
の
一
七
八
O
年
（
六
月
二
O
日
付
）
の
同
盟
条
約
（
内
叫
戸
凶
同
〈
戸ωN
H
ω
ω
0・
）
も
見
よ
。
後
者
の
条
約
に
関
し
て
は
、
同
日

付
け
で
両
者
間
の
国
境
付
近
に
お
け
る
多
様
な
問
題
を
扱
っ
た
条
約
（
Q
凶
討
円
〈
戸ω
臼
l
S
0
・
）
が
締
結
さ
れ
て
い
る
。

（
印
）
内
叫
戸
門
出
〈
－
S
N
・

（
間
）
例
え
ば
、
一
七
八
二
年
六
月
に
ジ
ュ
ネ
l

ヴ
が
仏
軍
に
侵
略
さ
れ
た
際
に
、
ジ
ユ
ネ
l

ヴ
の
占
領
の
条
件
に
関
す
る
合
意
文
書
が

仏
・
サ
ル
デ
イ
ニ
ア
・
ベ
ル
ン
間
で
作
成
さ
れ
（
内
吋
伊
凶
円
〈
昌
w
g
l
S・
）
、
同
年
一
一
月
に
は
そ
れ
ら
三
者
間
で
ジ
ユ
ネl
ヴ
の
中
立

に
関
す
る
条
約
が
締
結
さ
れ
て
い
る
（
内
日
切
・
凶
円
〈
国
い
ロ

l
N
E
・
）
。

（
問
）
内
吋
凶L
F
ω色
1
8
印
・
こ
の
条
約
は
一
五
七
七
年
・
一
五
九
一
年
・
一
六
三
四
年
の
同
様
の
同
盟
条
約
を
更
新
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い

る
（
前
文
）
。

（
問
）
b
R
ミ
S
F
〈
亡
山
内
町
民L8
1
5
Nゐ
a
L
〈
込
∞
勾
－U
R
ミ
S
F
S
K
E

－
－L
ω
N
l
z
w
Qリ
ヨ
〈
・SI
g
－b
a
ミ
S
H
・s
－z
ミ

ロ
r
H
ω
ω
1
H
ω

∞
一
門
叶
－
M
L〈
．
∞
吋
l

吋
（
）
・

（m
）
内
吋
ぱ
戸
〈w
H
H
U
可l
H
ω印
・

（
胤
）
後
述
す
る
一
七
一
五
年
の
同
盟
更
新
条
約
の
前
文
（
内
同
リ
F
M
凶
貝
i
N
8・
）
に
よ
る
。
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（
悶
）
b
R
足
。
ミ
元
日
・2
8
1
8
∞
・

（
附
）
以
上
の
諸
カ
ン
ト
ン
間
の
紛
争
の
経
過
に
つ
い
て
は
、
次
の
文
献
を
見
よ

o
F
R
W
官
。
常H
g
b唱
－N
N印
1
N
N∞
・

（
印
）
Q

炉
問
R
N
h
N
S
・

（
問
）
内
同4
N
F
凶
凶
凶
阿
国
戸
∞
中

l

］
｛
］
5
・

（
即
）
柳
津
伸
一
「
ブ
ル
ゴ

l

ニ
ユ
戦
争
期
ス
イ
ス
の
自
己
意
識
」
『
西
南
女
学
院
大
学
紀
要
』
第
九
号
（
二O
O
五
年
）
六
三
頁
。

（
凶
）
ス
イ
ス
の
一
体
性
の
欠
如
に
関
し
て
は
、
当
時
の
「
国
際
法
」
の
理
論
的
著
作
の
中
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ラ
ッ
ヘ
ル
の
一
六
七

六
年
の
著
作
（
「
自
然
法
及
び
国
際
法
論
」
）
で
は
、
ウ
エ
ス
ト
フ
ア
リ
ア
条
約
と
関
連
付
け
な
が
ら
、
ス
イ
ス
諸
邦
や
ネ
l

デ
ル
ラ
ン
ト

諸
州
が
「
同
盟
条
約
の
効
力
に
よ
っ
て
」
（
、
さ
ミ
ミ
ミ
S
K
Z号
、
な
）
一
体
の
よ
う
に
見
ら
れ
る
が
、
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
そ
れ
ら
は
個

別
の
国
家
（
弘
一
な
忠
実
宮
内
ミ
ミ

E
S

）
で
あ
る
と
す
る
議
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
∞
・
同R
F
巳
－b
ム
守
之
さ
言
、
ミ
ミ
h
s
s
h
§民
営
足
立
ゃ

な
。
柚
定
的
（

5
8

）2
t
z
u－
虫
色2

。
ロ
ロ
件
。B
色
。
ロ
包
E
－
（
者S
F
E
m件。P
ロ
－
n
・
5
5

）
）
七
回
）
・

N
S
l
N也
∞
・
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
実
態
を
考

慮
す
る
な
ら
ば
、
「
ス
イ
ス
条
項
」
に
関
し
て
「
今
や
一
つ
の
連
邦
的
な
同
盟
（

m
F
母
E

－
d
E
。
ロ
）
に
結
合
し
た
二
二
の
独
立
国
家

（
古
色88

品
。
巳
ω
宮
ぢ
ω
）
が
存
在
す
る
の
で
あ
り
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
と
ナ
ポ
レ
オ
ン
が
そ
の
古
風
な
構
造
の
全
体
を
粉
砕
す
る
ま
で
、
そ

の
数
は
変
わ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
」
（
回
。
＆
2

ミ
O
B
q
＼
可
。
拝
角
川
吋
官
。
常

h
F
e
w
－
｝
－
E
0
・
）
と
す
る
評
価
は
、
（
誓
約
同
盟
構
成
邦
を
「
独
立

国
家
」
と
す
る
点
に
は
問
題
が
あ
る
が
）
ス
イ
ス
の
一
体
性
の
欠
如
が
継
続
す
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
点
で
は
適
切
で
あ
ろ
う
。

但
し
、
そ
の
よ
う
な
状
態
に
あ
っ
て
も
、
宗
教
的
対
立
を
原
因
と
し
て
最
終
的
な
誓
約
同
盟
の
解
消
に
ま
で
至
ら
な
か
っ
た
こ
と
は
、

本
論
中
で
も
指
摘
し
た
通
り
で
あ
る
。
そ
の
原
因
の
考
察
は
興
味
深
い
課
題
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
論
じ
得
な
い
。
（
ス
イ
ス
の
一
体
性

の
欠
如
に
つ
い
て
の
同
時
代
人
の
評
価
は
分
か
れ
て
い
た
も
の
の
、
一
六
世
紀
中
に
ス
イ
ス
の
「
誓
約
同
盟
と
し
て
の
意
識
」
（
色
虫
色
a’

m
g
c
gぽ
岳
。
固
め
巧
居
留
宮
巴
ロ
）
と
「
国
家
の
本
質
」
（
含

ω

巧
2
2

号
ω

∞
宮
町
民2
）
が
生
じ
始
め
て
い
る
と
の
指
摘
が
あ
る
o
k
r
σ
o
m
m

（
吉
田
－g
）w∞
・
吋ωー
三
・
）

（
凶
）
ヨ
リ
オ
は
、
「
一
七
九
八
年
に
至
る
ま
で
誓
約
同
盟
の
厳
密
な
範
囲
は
正
確
に
定
義
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
」
（
』
。
ュ
。
（
旨
回
目
・

8
）w

∞
－E
0
・
）
の
で
あ
り
、
「
イ
ゼ
レ
（
開z
m
g
F
己
ゆ
）
に
よ
る
な
ら
ば
、
一
八
O
三
年
に
初
め
て
ス
イ
ス
は
確
定
的
領
域
（
ロ
ミ
ぎ
ミ
ミ
さ

え
G
S
S
S
と
な
っ
た
」
と
し
て
い
る
。
（
開a
z－
－
∞
－
H
ω
h
F
〉
ロB
h
・
）

（
凶
）
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
一
六
八

O
年
の
テ
ク
ス
タ
l

の
「
国
際
法
」
に
関
す
る
著
作
で
あ
る
『
国
際
法
要
論
』
（
』
・
巧
・
司
自S
F
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め
遣
もs
s
s
h
S
H
S
S
（H
a
o）
2
t。
。
虫
色
。
ω

え
E
Z
B

住
。
ロ
包
宮
司
（
巧S
E
E
m
s
pロ
－n

・
5
5
）
）
に
お
い
て
、
ス
イ
ス
を
巡

っ
て
依
然
と
し
て
帝
国
か
ら
の
「
自
由
」
S
Z
ミ
8

）
が
問
題
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
即
ち
、
同
書
の
第

一
O
章
「
国
家
及
び
そ
の
諸
権
利
に
つ
い
て
」
（
匂
内
之
宮
師
、
S
R
町
民
的S

さ
き
念
、
言3
．
宮
崎
）
で
は
、
国
家
の
自
由
の
獲
得
方
法
に
つ
い
て

の
考
察
（
第
八
乃
至
一
一
節
）
が
行
わ
れ
た
後
に
、
武
力
に
よ
る
自
由
の
獲
得
よ
り
も
、
合
意
に
よ
る
も
の
の
方
が
賢
明
で
あ
る
こ
と
が

指
摘
さ
れ
、
そ
の
例
と
し
て
ス
イ
ス
諸
邦
の
同
盟
が
挙
げ
ら
れ
、

I
P
O

第
六
条
及
び
I
P
M
第
六
一
条
に
言
及
さ
れ
て
い
る
。
（
包
定
－W

3

・
∞C
l∞
印
・
）
（
尚
、
こ
の
箇
所
で
は
、
オ
ラ
ン
ダ
の
完
全
な
自
由
の
獲
得
も
合
意
に
よ
る
も
の
の
例
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、

I
P
O

第
六
条
に
お
け
る
ス
イ
ス
の
取
扱
い
に
関
し
て
は
、
第
三

O
章
第
一
六
節
で
も
触
れ
ら
れ
て
い
る
。
（
N
E
h－
－
司
－E0
・
）
）
ま
た
、

「
主
権
」
に
類
似
す
る
語
と
し
て
は
ぷ
き
も
ミ
怠
き
ョ
が
使
用
さ
れ
て
お
り
、
ぷ
遺
言
、
ミ
ミ
．
が
最
も
頻
繁
に
登
場
す
る
の
が
第
三

O
章

（
「
ぷ
違
背
3
．
輔
さ
＝
が
消
滅
ま
た
は
空
位
と
な
る
（
S
S

叫
）
態
様
、
空
位
と
な
る
王
国
に
お
け
る
等
族
の
権
利
に
つ
い
て
」
）
に
お
け
る
議
論

で
あ
る
。
（
同
・h．
、
をh
N・七
回
】
・
5
∞
l
H品
∞
・
）
そ
こ
で
は
、
依
然
と
し
て
等
族
制
国
家
が
前
提
と
さ
れ
て
お
り
、
単
一
の
絶
対
的
権
力
と
し
て

の
近
代
的
主
権
概
念
は
未
成
立
で
あ
る
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

（
問
）
ま
た
、
当
時
の
「
国
際
関
係
」
に
つ
い
て
考
察
す
る
際
に
は
、
当
時
の
「
神
聖
ロ

l

マ
帝
国
」
や
「
帝
国
」
の
範
囲
に
つ
い
て
明
確

に
す
る
必
要
が
あ
る
。
例
え
ば
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
よ
れ
ば
、
一
五
世
紀
末
の
用
法
で
は
、
「
帝
国
」
の
観
念
は
次
の
四
つ
に
区
分
さ
れ
得

る
と
い
う
。
第
一
に
、
諸
国
家
の
上
位
に
立
つ
法
秩
序
と
し
て
の
キ
リ
ス
ト
教
世
界
を
構
成
す
る
西
洋
の
普
遍
的
存
在
と
し
て
の
帝
国

（
そ
こ
で
は
皇
帝
と
教
皇
の
共
同
責
任
が
想
定
さ
れ
る
。
）
、
第
二
に
、
封
建
的
紐
帯
と
し
て
の
帝
国
（
そ
こ
に
は
、
中
世
の
帝
国
境
界
線

内
、
つ
ま
り
、
北
イ
タ
リ
ア
や
、
ス
イ
ス
誓
約
同
盟
、
ブ
ル
グ
ン
ト
、
サ
ヴ
ォ
ワ
、
ロ
ー
ト
リ
ン
ゲ
ン
、
ベ

l

メ
ン
並
び
に
そ
の
周
辺
等

が
包
含
さ
れ
る
。
）
、
第
三
に
、
ド
イ
ツ
の
等
族
及
び
領
邦
が
集
中
し
た
帝
国
（
そ
れ
は
、
「
旧
帝
国
」
（
仏

g
k
g

同
色
各
）
の
政
治
シ
ス

テ
ム
が
論
じ
ら
れ
る
場
合
に
通
常
想
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
）
、
第
四
に
、
中
核
地
域
と
し
て
の
帝
国
（
そ
れ
は
、
中
世
に
は
帝
国
領
・

王
領
や
皇
帝
に
忠
誠
を
誓
う
支
持
者
が
集
中
し
た
地
域
で
あ
り
、
具
体
的
に
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
プ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
H

プ
ロ
イ
セ
ン
、

ザ
ク
セ
ン
選
挙
侯
領
等
を
指
す
。
）
で
あ
る
。
。
・
∞
岳B
E
F
C
S
S号
、
町
営
弘
g

ミ
町
内
ミ
同
ミS
S

（
冨
位
ロnF
g
L
3
3・
∞
・
5
・

（
凶
）
本
稿
第
一
章
で
確
認
さ
れ
た
「
通
説
」
が
内
包
す
る
最
大
の
問
題
点
は
、
バ
1

ゼ
ル
講
和
以
降
の
ス
イ
ス
を
「
事
実
上
の
主
権
国
家
」

と
し
、
或
い
は
ウ
エ
ス
ト
フ
ア
リ
ア
条
約
に
よ
り
ス
イ
ス
に
対
し
て
「
独
立
の
法
的
承
認
」
が
与
え
ら
れ
た
と
す
る
理
解
が
、
原
理
的
な

問
題
点
を
苧
ん
で
い
る
こ
と
に
あ
る
。
即
ち
、
果
た
し
て
一
六
四
八
年
の
時
点
に
お
い
て
、
近
代
的
な
「
主
権
」
の
概
念
が
欧
州
社
会
に
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一
義
的
に
存
在
し
て
い
た
の
か
と
い
う
点
が
検
証
さ
れ
な
い
ま
ま
に
、
こ
の
言
葉
が
使
用
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
は
、
例
え
ば
、

フ
ロ
l

ヴ
ァ
イ
ン
が
、
ス
イ
ス
の
独
立
問
題
を
「
主
権
の
承
認
」
の
有
無
の
問
題
と
し
、
さ
ら
に
そ
れ
を
宗
主
国
か
ら
の
み
与
え
得
る
と

の
前
提
で
論
じ
て
い
る
こ
と
に
現
わ
れ
て
い
る
。
本
稿
第
三
章
第
三
節
で
若
干
触
れ
ら
れ
た
よ
う
に
、
「
主
権
」
（
g

ロ
2
5
E
2
b
）
と
い

う
用
語
は
、
ウ
エ
ス
ト
フ
ア
リ
ア
講
話
会
議
当
時
の
ド
イ
ツ
地
域
で
は
（
少
な
く
と
も
理
論
的
に
は
）
受
容
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ

る
。
フ
ロ
l

ヴ
ア
イ
ン
は
ま
た
、
「
神
聖
ロ
i

マ
帝
国
が
主
権
を
有
し
」
か
っ
「
同
帝
国
の
み
が
ス
イ
ス
誓
約
同
盟
に
主
権
を
与
え
得
る
」

と
の
論
理
を
展
開
し
て
い
る
が
、
こ
れ
も
現
代
の
国
際
法
理
論
（
主
権
理
論
及
び
承
認
理
論
）
を
単
純
に
過
去
に
投
影
し
て
い
る
も
の
と

言
え
よ
う
。
』
・
〉
・
司84
『
包
ロ
＼
斗
『
自
民
2
2

問
。
。
。m
E
E
Sえ
ω。
2
3

－m
ロ
守
l
F
B
O

開
R
q
H
4。E
o
s
－
ロ
（
リ
。
ロ
ロ
2
z
。
ロ
豆
F

U
8
8
品
。
昆
同
，
o
E
S
E
O
ω
3・k室
内
号
。
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
な
な
さ
。
泣
き
ミNb
H
e

・g
－
・8

（
巴
吋0
・
忍
－u
g
l
g
∞
・

（
凶
）
ス
イ
ス
史
に
お
け
る
パ
l

ゼ
ル
講
和
や
「
一
四
九
九
年
」
の
決
定
的
重
要
性
を
認
め
る
通
説
の
正
当
性
も
ま
た
、
「
近
代
国
家
」
の

定
義
に
従
っ
て
変
化
す
る
こ
と
に
な
る
。
本
稿
に
お
け
る
よ
う
に
、
近
代
国
際
法
と
い
う
観
点
か
ら
す
る
な
ら
ば
、
「
国
家
」
に
と
っ
て

近
代
的
主
権
観
念
の
存
在
が
最
重
要
な
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
な
り
、
そ
の
た
め
に
、
「
通
説
」
の
誤
謬
が
発
生
す
る
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
皆
川
卓
（
「
フ
ェ
l

デ
と
近
世
国
家
」
山
内
進
他
（
編
著
）
『
暴
力
｜
比
較
文
明
史
的
考
察
」
（
東
京
大
学
出
版
会
、

二
O
O
五
年
）
五
一
ー
ー
八
二
頁
所
収
）
は
次
の
よ
う
な
議
論
を
展
開
し
、
通
説
を
支
持
し
て
い
る
。
皆
川
は
、
中
世
的
政
治
団
体
（
法
秩

序
）
か
ら
「
近
世
・
近
代
国
家
へ
の
分
か
れ
目
」
を
「
共
通
の
正
当
性
を
示
す
法
廷
の
有
無
」
（
七
七
頁
）
に
求
め
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

メ
ル
ク
マ
ー
ル
の
も
と
で
、
皆
川
は
、
「
レ
l

プ
リ
ン
家
の
フ
ェ
l

デ
」
（
一
四
八
四
年
｜
一
五
O
O
年
）
を
検
討
・
評
価
し
て
い
る
。

（
五
六
｜
七
七
頁
）
彼
に
よ
れ
ば
、
当
該
フ
ェ
l

デ
は
「
制
度
の
変
化
に
よ
っ
て
」
「
す
で
に
中
世
的
法
秩
序
の
一
環
と
し
て
の
フ
ェi
デ

で
は
な
か
っ
た
」
の
で
あ
り
、
「
さ
ま
ざ
ま
な
留
保
は
必
要
だ
が
、
極
論
す
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
空
間
毎
に
暴
力
と
正
当
性
を
独
占
し
、
相

互
に
は
そ
の
い
ず
れ
を
も
共
有
し
な
い
二
つ
の
政
治
団
体
、
す
な
わ
ち
二
つ
の
「
国
家
」
を
背
景
に
し
た
『
国
際
紛
争
』
で
あ
っ
た
」
の

で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
す
る
な
ら
ば
、
「
一
四
九
九
年
の
シ
ユ
ヴ
ァ
l

ベ
ン
・
ス
イ
ス
戦
争
は
｜
［
中
略
］l
ス
イ
ス

が
帝
国
に
と
っ
て
共
通
の
法
廷
を
欠
き
、
暴
力
の
ぶ
つ
か
り
合
い
で
し
か
紛
争
を
解
決
で
き
な
い
空
間
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、
誰
の
目

に
も
明
ら
か
に
し
、
そ
の
方
向
を
決
定
付
け
た
大
暴
力
事
件
だ
っ
た
」
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
（
七
七
頁
）

こ
の
皆
川
の
主
張
は
、
本
稿
の
論
旨
と
の
間
で
興
味
深
い
問
題
を
提
起
す
る
。
皆
川
は
「
暴
力
と
正
当
性
を
独
占
」
す
る
も
の
を
「
近

代
国
家
」
と
し
て
認
識
し
、
そ
の
一
つ
の
（
そ
し
て
お
そ
ら
く
は
、
最
重
要
な
）
表
徴
と
し
て
の
「
法
廷
」
の
有
無
を
問
題
と
し
て
い
る
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国際法史上の問題としてのスイスの「独立」（二・完）

が
、
本
稿
で
は
「
主
権
」
を
有
す
る
も
の
を
「
近
代
国
家
」
と
し
、
そ
の
「
主
権
」
の
有
無
自
体
を
問
題
と
し
て
い
る
。
「
法
廷
」
つ
ま

り
は
、
「
裁
判
権
」
が
中
世
に
お
け
る
統
治
権
能
（
君
主
権
）
の
核
心
部
分
で
あ
っ
た
こ
と
は
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
る
事
柄
で
あ
る
。
近

代
国
家
の
理
論
で
は
「
主
権
」
に
由
来
す
る
権
能
の
一
つ
と
し
て
「
司
法
管
轄
権
」
（
つ
ま
り
、
「
裁
判
権
」
）
が
説
明
さ
れ
る
。
「
暴
力
と

正
当
性
を
独
占
」
す
る
こ
と
が
、
「
主
権
」
を
有
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
皆
川
の
結
論
と
本
稿
の
結
論
は
矛
盾
し
な
い
こ

と
に
な
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
聞
に
は
時
間
的
差
異
が
存
在
し
て
い
る
た
め
に
、
両
者
の
結
論
が
異
な
る
（
「
通
説
」
の
肯
定
と
否
定
）

こ
と
と
な
る
。
こ
こ
に
も
、
近
代
的
な
「
主
権
」
を
有
す
る
政
治
体
（
近
代
主
権
国
家
）
の
併
存
状
態
を
前
提
と
し
、
そ
れ
ら
の
聞
の
法

規
範
を
問
題
と
す
る
（
近
代
）
国
際
法
学
と
、
そ
れ
よ
り
も
自
由
に
「
国
家
」
を
認
識
・
措
定
す
る
こ
と
の
で
き
る
他
の
学
問
分
野
と
の

相
異
が
表
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

（
凶
）
ミ
ユ
ン
ガ
l

は
「
ハ
ン
ザ
と
誓
約
同
盟
は
、
ヘ
ル
シ
ャ
フ
ト
的
に
構
想
さ
れ
た
中
世
の
帝
国
国
制
に
お
け
る
政
治
的
存
在
形
態
の
二

つ
の
選
択
肢
と
し
て
理
解
さ
れ
得
る
」

G
・u
・
）
と
し
て
、
「
中
世
」
の
存
在
と
し
て
ハ
ン
ザ
と
ス
イ
ス
誓
約
同
盟
を
捉
え
て
い
る
。
（
叶
・

冨
位
ロ
m
q
w
E国ω
ロ
ω

ゆ
ロ
ロ
品
目
出
品
問
。
ロ
。

ω
ω
g
ω

各
州
島
l
N
毛
色
目
吉
己
巳
件
。
門
戸
山
岳
め
の
め
B

巳
ロ
ω
島
各

2
5

〈
2
m
r
w
v
J肖
S
S

忌
内

c
s
S
号
、w
g
S
H号
、
L
S
・
』m
F『
m
g
m

（N
0
0
3・ω
・
印l
品
∞
・
）
こ
の
よ
う
に
中
世
の
存
在
と
認
識
さ
れ
て
き
た
ハ
ン
ザ
の
ウ
エ
ス
ト
フ
ア
リ

ア
条
約
以
降
の
「
国
際
的
」
活
動
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
「
ハ
ン
ザ
』
と
近
代
国
際
法
の
交
錯
l

一
七
世
紀
以
降
の
欧
州
『
国
際
」
関
係
の

実
相
｜
（
一
）
・
（
二
・
完
）
」
「
法
学
研
究
」
（
慶
慮
義
塾
大
学
）
第
七
九
巻
（
二

O
O
六
年
）
第
四
号
（
一
！
二
五
頁
）
・
第
五
号
（
一
ー

二
六
頁
）
を
見
よ
。

本
稿
は
平
成
二
0
年
度
慶
藤
義
塾
学
事
振
興
資
金
（
個
人
研
究
B

）
に
よ
る
補
助
を
受
け
た
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
記
し
て
感
謝

し
た
い
。
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